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観
光
庁
の
平
成
27
年
版
観
光
白
書
に
よ

る
と
平
成
26
年（
２
０
１
４
）年
間
値（
確

定
値
）は
、国
内
旅
行
の
延
べ
旅
行
者
数
、消

費
額
と
も
に
前
年
比
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
い
る
。

　
国
内
旅
行
の
延
べ
旅
行
者
数
は
５
億
９

５
２
２
万
人
で
、前
年
比
５・７
％
減
。そ
の

う
ち
、宿
泊
旅
行
の
延
べ
旅
行
者
数
が
２
億

９
７
３
４
万
人
で
、前
年
比
７・２
％
減
。日

帰
り
旅
行
の
延
べ
旅
行
者
数
が
２
億
９
７

８
８
万
人
で
、前
年
比
４・１
％
減
。国
内
旅

行
消
費
額
は
１
８・５
兆
円
で
、前
年
比
８・

１
％
減
。そ
の
う
ち
、宿
泊
旅
行
消
費
額
が

１
４・０
兆
円
で
、前
年
比
９・１
％
減
、日

帰
り
旅
行
消
費
額
が
４・５
兆
円
で
、前
年

比
５・０
％
減
。

　
一
方
、同
年
の
訪
日
外
国
人
の
旅
行
消
費

額
は
、前
年
比
約
４
割
増
の
２
兆
２
７
８
億

円
で
過
去
最
高
と
な
り
、国・地
域
別
に
は
、

中
国
が
対
前
年
２
倍
を
超
え
、総
額
の
４
分

の
１
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
ま
で
に
増

大
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、平
成
27
年（
２
０
１
５
）訪
日

外
国
人
旅
行
消
費
額
は
７
１・５
％
増
加
の

３
兆
４
７
７
１
億
円
と
な
っ
た
。旅
行
消
費

額
が
一
挙
３
兆
円
を
超
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。更
に
、平
成
28
年（
２
０
１
６
）１
〜
３

月
期
の
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
は
９
３

０
５
億
円
。前
年
同
期（
７
０
６
５
億
円
）

に
比
べ
３
１
・７
％
増
加
。訪
日
外
国
人
１

人
当
た
り
の
旅
行
支
出
は
１
６
１
７
４
６

円
。前
年
同
期
に
比
べ
５
・４
％
減
少
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
相

変
わ
ら
ず
好
調
で
あ
る
。

　
平
成
27
年（
２
０
１
５
）10
〜
12
月
期（
速

報
）は
日
本
人
国
内
旅
行
消
費
額
は
３
四
半

期
連
続
で
対
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス
に
転
じ

て
は
い
る
が
、日
本
人
国
内
延
べ
旅
行
者
数

は
前
年
同
期
比
１・
８
％
減
と
な
っ
て
い

る
。最
終
的
に
は
平
成
28
年
版
観
光
白
書
に

因
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、国
内
旅
行
消

費
額
は
若
干
伸
び
る
だ
ろ
う
が
、観
光
消
費

額
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
恩
恵
を
受
け

て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　
問
題
は
、旅
行
消
費
額
に
占
め
る
訪
日
外

国
人
旅
行
消
費
額
の
割
合
で
あ
る
、平
成
26

年
は
約
20
％
で
あ
る
。２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
は
こ
の
割
合
は
大
き
く

な
っ
て
く
だ
ろ
う
が
、何
の
手
も
打
た
な
け

れ
ば
そ
の
時
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
。そ
し
て
、

国
内
旅
行
消
費
額
は
、若
干
伸
び
る
か
、「
若

者
の
旅
行
離
れ
」も
あ
り
減
少
が
予
想
さ
れ

る
。観
光
庁
も「
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る

旅
行
市
場
の
拡
大
、若
者
に
良
い
旅
行
経
験

を
し
て
も
ら
う
と
い
う
観
点
か
ら
、若
者
旅

行
の
振
興
を
図
っ
て
」い
る
こ
と
か
ら
も
事

態
の
深
刻
さ
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。若
年
層
の
観
光
活
動
の
減
少
傾
向

を
問
題
視
す
る
背
景
に
は
、「
観
光
活
動
を

行
っ 

た
経
験
の
あ
る
個
人
は
そ
の
後
も
観

光
活 

動
を
行
う
傾
向
に
あ
る
」と
い
う
従

来
の
観
光
モ
デ
ル
が
適
用
で
き
な
く
な
っ

た
点
に
あ
る
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
は
、終
息
の
気

配
の
無
い
熊
本
地
震
の
影
響
が
現
れ
る
だ

ろ
う
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
恩
恵
は
地
方

都
市
に
は
依
然
波
及
す
る
気
配
は
な
い
。

　
平
成
27
年
度
の
彦
根
市
宿
泊
者
数
状
況

は
、彦
根
観
光
協
会
宿
泊
部
会
調
べ（
平
成

27
年
４
月
〜
平
成
28
年
２
月
）に
よ
る
と
、

日
本
人
は
昨
年
比
１
０
１
・
４
％
の
４
７

９
３
５
２
人
で
微
増
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊

The best w
ay to predict your future is to create it.

「
未
来
を
予
測
す
る
最
良
の
方
法
は
、未
来
を
創
る
こ
と
だ
」ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
言
葉
だ
。

未
来
へ
の
挑
戦
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迫
り
来
る
危
機

は
昨
年
比
４
１
８
・
５
％
の
３
９
０
４
１

人
で
大
幅
に
増
加
し
た
。こ
の
異
常
と
も

い
え
る
伸
び
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
夜
中
に

バ
ス
で
来
彦
し
、ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

し
、早
朝
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
中
国
や
台

湾
の
団
体
客
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。こ

う
い
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
団
体
客
は
、京

都
や
大
阪
な
ど
で
観
光
し
、京
都
や
大
阪
の

宿
泊
施
設
の
キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー
、も
し
く

は
、宿
泊
価
格
の
高
騰
に
よ
り
宿
泊
の
み
を

求
め
て
来
訪
し
て
い
る
の
だ
。国
内
の
観

光
動
向
を
鑑
み
れ
ば
、「
昨
年
比
４
１
８
・

５
％
」は
彦
根
及
び
湖
東
圏
域
の
大
き
な

危
機
を
物
語
っ
て
い
る
。

　　
内
閣
府
は
、平
成
27
年
度
補
正
に
お
い

て
、地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
く
各
自
治
体

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、先
駆
性
を
高
め
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
加
速
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、１
０
０
０
億
円
の
地
方
創
生
加

速
化
交
付
金
を
創
設
し
た
。加
速
化
交
付

金
申
請
に
は
、日
本
全
国
の
都
道
府
県
市
町

村
が
応
募
し
、申
請
事
業
数
２
７
４
４
件
の

う
ち
、交
付
対
象
事
業
数
は
１
９
２
６
件
が

採
択
さ
れ
た
。

　
彦
根
市・多
賀
町
の
地
域
連
携
に
よ
る
申

請「
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）事
業
」も
採
択
さ

れ
、そ
の
事
業
引
き
受
け
団
体
を
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
候
補
法
人「（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム

ボ
ー
ド
」が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
４
月
26
日（
火
）、彦
根
商
工
会
議
所
で

第
一
回「
彦
根・多
賀
地
域
連
携
組
織
委
員

会
」が
開
か
れ
、会
長
に
小
出
英
樹
彦
根
商

工
会
議
所
会
頭（
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

会
長
）が
就
任
し
、副
会
長
に
は
大
久
保
貴

彦
根
市
長
と
久
保
久
良
多
賀
町
長
が
そ
れ

ぞ
れ
就
任
し
た
。地
域
連
携
組
織
委
員
会
で

は
事
業
計
画・組
織
体
制
を
承
認
し
、今
後
、

彦
根
市
と
多
賀
町
で
事
業
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
事
業
目
的
は「
人
口
減
歯
止
め
と
経
済
活

性
化（
雇
用
拡
大
）」に
あ
る
。ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
と
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
宿
泊
者
数

増
加
推
進
、官
民
協
働
の
取
り
組
み
に
よ
る

住
民
の
満
足
度
向
上（
誇
り
づ
く
り
）、そ
れ

ら
に
よ
る
観
光
消
費
額
の
増
大
な
ど
が
目

論
ま
れ
て
い
る
。

　

事
業
コ
ン
セ
プ
ト
は「D

ram
atic 

Legacy 

歴
史
遺
産
で
発
信
す
る
も
の
が

た
り
」。彦
根・多
賀
の
遺
さ
れ
た
遺
産
を
活

用
し
、全
国・世
界
に
発
信
す
る
。 

事
業
概
要
は
次
の
通
り
。

■
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業

　
（81,795

千
円
）

● 

彦
根
市
事
業（48,118

千
円
）

①
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

彦
根
と
多
賀
を
結
ぶ
近
江
鉄
道
を
活
用
し

た
新
観
光
周
遊
ル
ー
ト
を
開
発
し
、JNTO

や
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
通
じ
て
発
信

（D
M
O

事
業
と
の
連
携
）

②
国
宝
彦
根
城
域
・
文
化
遺
産
群
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
事
業

彦
根
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
彦
根
城
の
内
堀

一
帯
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。歴
史
文
化
遺
産

が
持
つ
本
質
的
な
価
値
を
さ
ら
に
増
大
さ

せ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
手
法
を
採
用
す
る
。

③
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
事
業

④
文
化
イ
ベ
ン
ト
事
業

今
昔
・
和
洋
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
、音
楽
イ
ベ
ン
ト
及
び
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

● 

多
賀
町
事
業（33,677

千
円
）

①
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

D
M
O

事
業
と
連
携
し
たICT

及
び
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

②
多
賀
大
社
境
内
・
門
前
町
家
群
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事
業

③
胡
宮
神
社
境
内
・
参
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

事
業

多
賀
大
社
及
び
絵
馬
通
り
、胡
宮
神
社
を
再

生
計
画
に
併
せ
て
洗
練
さ
れ
た
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
に
よ
る
大
社
絵
巻
を
演
出
し
、新
た

な
価
値
の
創
造
を
図
る
。

④
絵
馬
通
り
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

絵
馬
通
り
の
空
き
店
舗
や
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
し
て
、創
業
希
望
者
が
参
加
で
き
る

月
１
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。既
存
商
店
も
参

加
し
、通
行
規
制
す
る
こ
と
で
賑
わ
い
を
創

出
。ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
連
動
さ
せ
る
こ
と

で
滞
在
時
間
の
延
長
、そ
れ
に
伴
う
消
費
増

加
を
狙
う
。

⑤
文
化
イ
ベ
ン
ト
事
業

今
昔
・
和
洋
が
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
、音
楽
イ
ベ
ン
ト
及
び
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

⑥
人
材
育
成
事
業

絵
馬
通
り
の
取
組
を
持
続
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
の
専
門
人
材
を
招
聘
し
、ま
ち
づ

く
り
と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
た

め
の
人
材
を
育
成

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、本
年
10
月
か
ら
具

体
的
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
既
に
、「
彦
根
城
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
係
る

経
済
効
果
に
つ
い
て
の
研
究｣

結
果
は
、『
不

易
流
行
』２
月
号
に
掲
載
し
た
通
り
で
、「
観

「光とアートで発信する付加価値創造
（ブランディング）事業」 彦根市+多賀町

光
客
数
８
万
人
増
の
各
種
効
果
は
、従
来
の

３
割
増
」、さ
ら
に「
観
光
客
数
８
万
人
増

と
宿
泊
比
率
40
％
増
も
同
時
達
成
の
場
合
、

各
種
効
果
は
、従
来
の
８
割
増
」と
い
う
き

わ
め
て
大
き
な
効
果
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

　
そ
し
て
、更
に
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

は
、観
光
客
の
楽
し
み
を
膨
ら
ま
せ
、集
客
魅

力
を
向
上
さ
せ
る「
食
の
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィン

グ
」「
体
験
型
観
光
メ
ニュ
ー
の
開
発
」「
観
光

関
連
業
種
の
起
業
支
援
」「
ツ
ア
ー
の
造
成

及
び
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」「
地
域
民
間
フ
ァ

ン
ド
の
研
究
」な
ど
、「
光
と
ア
ー
ト
で
発

信
す
る
付
加
価
値
創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
）事
業
」と
相
乗
効
果
を
生
む
た
め
の
事

業
に
取
り
組
む
。

　
２
０
２
０
年
以
降
の
地
方
に
お
け
る
観

光
産
業
の
予
測
、国
内
観
光
の
冷
え
込
み
、

若
年
層
の
観
光
活
動
の
減
少
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
宿
泊
・昨
年
比
４
１
８
・
５
％
を
確
か
な

危
機
と
認
識
し
、未
来
に
挑
戦
す
る
。

　
交
流
人
口
増
加
策
を
継
続
的
・迅
速
に

展
開
す
る
た
め
に
は
、来
訪
者
に
と
っ
て
よ

り
先
駆
的
で
魅
力
的
で
解
り
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
。新
た
な
社
会
移
動

を
呼
び
込
み
、都
市
の
担
い
手
を
増
や
す
こ

と
を
想
定
し
た
事
業
が「
光
と
ア
ー
ト
で

発
信
す
る
付
加
価
値
創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
）事
業
」だ
。未
来
を
予
測
す
る
最
良
の

方
法
は
、未
来
を
創
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ

は
、未
来
へ
の
挑
戦
な
の
だ
。
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観
光
庁
の
平
成
27
年
版
観
光
白
書
に
よ

る
と
平
成
26
年（
２
０
１
４
）年
間
値（
確

定
値
）は
、国
内
旅
行
の
延
べ
旅
行
者
数
、消

費
額
と
も
に
前
年
比
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
い
る
。

　
国
内
旅
行
の
延
べ
旅
行
者
数
は
５
億
９

５
２
２
万
人
で
、前
年
比
５・７
％
減
。そ
の

う
ち
、宿
泊
旅
行
の
延
べ
旅
行
者
数
が
２
億

９
７
３
４
万
人
で
、前
年
比
７・２
％
減
。日

帰
り
旅
行
の
延
べ
旅
行
者
数
が
２
億
９
７

８
８
万
人
で
、前
年
比
４・１
％
減
。国
内
旅

行
消
費
額
は
１
８・５
兆
円
で
、前
年
比
８・

１
％
減
。そ
の
う
ち
、宿
泊
旅
行
消
費
額
が

１
４・０
兆
円
で
、前
年
比
９・１
％
減
、日

帰
り
旅
行
消
費
額
が
４・５
兆
円
で
、前
年

比
５・０
％
減
。

　
一
方
、同
年
の
訪
日
外
国
人
の
旅
行
消
費

額
は
、前
年
比
約
４
割
増
の
２
兆
２
７
８
億

円
で
過
去
最
高
と
な
り
、国・地
域
別
に
は
、

中
国
が
対
前
年
２
倍
を
超
え
、総
額
の
４
分

の
１
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
ま
で
に
増

大
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、平
成
27
年（
２
０
１
５
）訪
日

外
国
人
旅
行
消
費
額
は
７
１・５
％
増
加
の

３
兆
４
７
７
１
億
円
と
な
っ
た
。旅
行
消
費

額
が
一
挙
３
兆
円
を
超
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。更
に
、平
成
28
年（
２
０
１
６
）１
〜
３

月
期
の
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
は
９
３

０
５
億
円
。前
年
同
期（
７
０
６
５
億
円
）

に
比
べ
３
１
・７
％
増
加
。訪
日
外
国
人
１

人
当
た
り
の
旅
行
支
出
は
１
６
１
７
４
６

円
。前
年
同
期
に
比
べ
５
・４
％
減
少
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
相

変
わ
ら
ず
好
調
で
あ
る
。

　
平
成
27
年（
２
０
１
５
）10
〜
12
月
期（
速

報
）は
日
本
人
国
内
旅
行
消
費
額
は
３
四
半

期
連
続
で
対
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス
に
転
じ

て
は
い
る
が
、日
本
人
国
内
延
べ
旅
行
者
数

は
前
年
同
期
比
１・
８
％
減
と
な
っ
て
い

る
。最
終
的
に
は
平
成
28
年
版
観
光
白
書
に

因
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、国
内
旅
行
消

費
額
は
若
干
伸
び
る
だ
ろ
う
が
、観
光
消
費

額
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
恩
恵
を
受
け

て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　
問
題
は
、旅
行
消
費
額
に
占
め
る
訪
日
外

国
人
旅
行
消
費
額
の
割
合
で
あ
る
、平
成
26

年
は
約
20
％
で
あ
る
。２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
は
こ
の
割
合
は
大
き
く

な
っ
て
く
だ
ろ
う
が
、何
の
手
も
打
た
な
け

れ
ば
そ
の
時
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
。そ
し
て
、

国
内
旅
行
消
費
額
は
、若
干
伸
び
る
か
、「
若

者
の
旅
行
離
れ
」も
あ
り
減
少
が
予
想
さ
れ

る
。観
光
庁
も「
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る

旅
行
市
場
の
拡
大
、若
者
に
良
い
旅
行
経
験

を
し
て
も
ら
う
と
い
う
観
点
か
ら
、若
者
旅

行
の
振
興
を
図
っ
て
」い
る
こ
と
か
ら
も
事

態
の
深
刻
さ
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。若
年
層
の
観
光
活
動
の
減
少
傾
向

を
問
題
視
す
る
背
景
に
は
、「
観
光
活
動
を

行
っ 

た
経
験
の
あ
る
個
人
は
そ
の
後
も
観

光
活 

動
を
行
う
傾
向
に
あ
る
」と
い
う
従

来
の
観
光
モ
デ
ル
が
適
用
で
き
な
く
な
っ

た
点
に
あ
る
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
は
、終
息
の
気

配
の
無
い
熊
本
地
震
の
影
響
が
現
れ
る
だ

ろ
う
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
恩
恵
は
地
方

都
市
に
は
依
然
波
及
す
る
気
配
は
な
い
。

　
平
成
27
年
度
の
彦
根
市
宿
泊
者
数
状
況

は
、彦
根
観
光
協
会
宿
泊
部
会
調
べ（
平
成

27
年
４
月
〜
平
成
28
年
２
月
）に
よ
る
と
、

日
本
人
は
昨
年
比
１
０
１
・
４
％
の
４
７

９
３
５
２
人
で
微
増
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊

▶「彦根・多賀地域連携組織委員会」プレス発表。左より 久保久良多賀町長・小出英樹彦根商工会議所会頭・ 大久保貴彦根市長

は
昨
年
比
４
１
８
・
５
％
の
３
９
０
４
１

人
で
大
幅
に
増
加
し
た
。こ
の
異
常
と
も

い
え
る
伸
び
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
夜
中
に

バ
ス
で
来
彦
し
、ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

し
、早
朝
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
中
国
や
台

湾
の
団
体
客
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。こ

う
い
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
団
体
客
は
、京

都
や
大
阪
な
ど
で
観
光
し
、京
都
や
大
阪
の

宿
泊
施
設
の
キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー
、も
し
く

は
、宿
泊
価
格
の
高
騰
に
よ
り
宿
泊
の
み
を

求
め
て
来
訪
し
て
い
る
の
だ
。国
内
の
観

光
動
向
を
鑑
み
れ
ば
、「
昨
年
比
４
１
８
・

５
％
」は
彦
根
及
び
湖
東
圏
域
の
大
き
な

危
機
を
物
語
っ
て
い
る
。

　　
内
閣
府
は
、平
成
27
年
度
補
正
に
お
い

て
、地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
く
各
自
治
体

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、先
駆
性
を
高
め
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
加
速
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、１
０
０
０
億
円
の
地
方
創
生
加

速
化
交
付
金
を
創
設
し
た
。加
速
化
交
付

金
申
請
に
は
、日
本
全
国
の
都
道
府
県
市
町

村
が
応
募
し
、申
請
事
業
数
２
７
４
４
件
の

う
ち
、交
付
対
象
事
業
数
は
１
９
２
６
件
が

採
択
さ
れ
た
。

　
彦
根
市・多
賀
町
の
地
域
連
携
に
よ
る
申

請「
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）事
業
」も
採
択
さ

れ
、そ
の
事
業
引
き
受
け
団
体
を
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
候
補
法
人「（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム

ボ
ー
ド
」が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
４
月
26
日（
火
）、彦
根
商
工
会
議
所
で

第
一
回「
彦
根・多
賀
地
域
連
携
組
織
委
員

会
」が
開
か
れ
、会
長
に
小
出
英
樹
彦
根
商

工
会
議
所
会
頭（
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

会
長
）が
就
任
し
、副
会
長
に
は
大
久
保
貴

彦
根
市
長
と
久
保
久
良
多
賀
町
長
が
そ
れ

ぞ
れ
就
任
し
た
。地
域
連
携
組
織
委
員
会
で

は
事
業
計
画・組
織
体
制
を
承
認
し
、今
後
、

彦
根
市
と
多
賀
町
で
事
業
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
事
業
目
的
は「
人
口
減
歯
止
め
と
経
済
活

性
化（
雇
用
拡
大
）」に
あ
る
。ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
と
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
宿
泊
者
数

増
加
推
進
、官
民
協
働
の
取
り
組
み
に
よ
る

住
民
の
満
足
度
向
上（
誇
り
づ
く
り
）、そ
れ

ら
に
よ
る
観
光
消
費
額
の
増
大
な
ど
が
目

論
ま
れ
て
い
る
。

　

事
業
コ
ン
セ
プ
ト
は「D

ram
atic 

Legacy 

歴
史
遺
産
で
発
信
す
る
も
の
が

た
り
」。彦
根・多
賀
の
遺
さ
れ
た
遺
産
を
活

用
し
、全
国・世
界
に
発
信
す
る
。 

事
業
概
要
は
次
の
通
り
。

■
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業

　
（81,795

千
円
）

● 

彦
根
市
事
業（48,118

千
円
）

①
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

彦
根
と
多
賀
を
結
ぶ
近
江
鉄
道
を
活
用
し

た
新
観
光
周
遊
ル
ー
ト
を
開
発
し
、JNTO

や
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
通
じ
て
発
信

（D
M
O

事
業
と
の
連
携
）

②
国
宝
彦
根
城
域
・
文
化
遺
産
群
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
事
業

彦
根
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
彦
根
城
の
内
堀

一
帯
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。歴
史
文
化
遺
産

が
持
つ
本
質
的
な
価
値
を
さ
ら
に
増
大
さ

せ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
手
法
を
採
用
す
る
。

③
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
事
業

④
文
化
イ
ベ
ン
ト
事
業

今
昔
・
和
洋
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
に
よ
る

彦根市観光入込客数・観光消費額推計 （単位：人もしくは円）

日帰り・宿泊別 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

3,225,500 3,341,900 3,033,900 2,891,400 2,790,600

総数 213,300 252,600 293,300 299,100 312,200
宿　泊

計

日帰り

内外国人

総数

内外国人

22,832 12,522 22,020 31,088 40,416

3,438,800 3,594,500 3,327,200 3,190,500 3,102,800

22,832 12,522 22,020 31,088 40,416

観光消費額推計 12,000,000,000 14,300,000,000 13,700,000,000 14,100,000,000 13,988,740,327

組織体制 

彦根・多賀地域連携組織委員会

（一社）近江ツーリズムボード

ＰＲディレクター総合プロデューサー ライティング デザイナー

　

彦根市実行委員会

多賀町実行委員会

ライトアップ部会

文化イベント部会

ライトアップ部会

文化イベント部会

総合プロデューサー
橋爪紳也氏
2015（平成27）年度日本都市計画学会賞石川賞受賞。彦根商工会議所顧問。近江ツーリズムボードア
ドバイザー。工学博士。大阪府立大学21世紀科学研究機構教授、大阪府立大学観光産業戦略研究所
長。『「水都」大阪物語』『広告のなかの名建築　関西篇』『瀬戸内海モダニズム周遊』ほか、都市や建築に
関する著書・編著は50冊を越える。
　大阪府特別顧問、大阪市特別顧問、イベント学会副会長、京都市観光振興審議会会長、大阪商工会議
所都市再生委員会副委員長・ツーリズム振興委員会副委員長、大阪・光の饗宴総合プロデューサーなど
を兼職。
ライティング デザイナー
彦根市　内原智史氏
内原智史デザイン事務所・所長。光による空間プロデュースをはじめ、照明器具から都市景観照明のデザ
インを手がける。2007年「国宝・彦根城築城400年祭」のライトアップアドバイザー
近年の主な作品
六本木ヒルズヒルズアリーナ、東京国際空港羽田第2ターミナル、表参道ヒルズ、東京国際空港国際線旅
客ターミナル、渋谷ヒカリエ、虎ノ門ヒルズ、ホテルオリオンモトブリゾート＆スパ、平等院、銀閣寺、清水
寺、高台寺、金閣寺、青蓮院など。
多賀町   長町志穂氏
株式会社LEM空間工房代表取締役。ランドスケープ・建築・インテリアにおける照明デザイン、光によ
るアートワーク、ライティングプロダクトデザイン＆ブランド開発、あかりによるまちづくりなど幅広いデザ
インジャンルに関る。
近年の主な作品
「堂島大橋（大阪市）」「フラワーロード照明改修・光のミュージアム（神戸市）」「鳥取駅北口駅前広場（鳥
取市）」「JR高槻駅北東地区再開発マスタープラン（高槻市）」「煉瓦倉庫周辺地区照明整備（神戸市）」「戎
橋筋アーケード改修（大阪市）」「池上本門寺庭園演出（東京都）」「山本能楽堂（大阪市）」他
「御堂筋イルミネーション2009～ 2013（大阪市）」「小倉イルミネーション2012（北九州市）」「京都水族
館2013冬の演出」「INAKAイルミおおなん（島根県邑南町）」 他
ＰＲディレクター
河野眞二氏
新創社代表取締役。「ありえない」を創造するクリエイティブ集団。複雑な許認可は不可能とされていた
がネットワークを駆使して「Red Bull Air Race Chiba 2015/2016」「Red Bull X-Fighters Osaka 
2013/2014」を実現した実績を持つ。また、自治体や企業が発信するブランドメッセージを圧倒的なサプ
ライズをもって表現。阪神タイガース球団創設80周年プロモーションなども手がけている。

コ
ン
サ
ー
ト
、音
楽
イ
ベ
ン
ト
及
び
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

● 

多
賀
町
事
業（33,677

千
円
）

①
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

D
M
O

事
業
と
連
携
し
たICT

及
び
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

②
多
賀
大
社
境
内
・
門
前
町
家
群
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事
業

③
胡
宮
神
社
境
内
・
参
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

事
業

多
賀
大
社
及
び
絵
馬
通
り
、胡
宮
神
社
を
再

生
計
画
に
併
せ
て
洗
練
さ
れ
た
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
に
よ
る
大
社
絵
巻
を
演
出
し
、新
た

な
価
値
の
創
造
を
図
る
。

④
絵
馬
通
り
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

絵
馬
通
り
の
空
き
店
舗
や
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
し
て
、創
業
希
望
者
が
参
加
で
き
る

月
１
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。既
存
商
店
も
参

加
し
、通
行
規
制
す
る
こ
と
で
賑
わ
い
を
創

出
。ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
連
動
さ
せ
る
こ
と

で
滞
在
時
間
の
延
長
、そ
れ
に
伴
う
消
費
増

加
を
狙
う
。

⑤
文
化
イ
ベ
ン
ト
事
業

今
昔
・
和
洋
が
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
、音
楽
イ
ベ
ン
ト
及
び
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

⑥
人
材
育
成
事
業

絵
馬
通
り
の
取
組
を
持
続
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
の
専
門
人
材
を
招
聘
し
、ま
ち
づ

く
り
と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
た

め
の
人
材
を
育
成

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、本
年
10
月
か
ら
具

体
的
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
既
に
、「
彦
根
城
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
係
る

経
済
効
果
に
つ
い
て
の
研
究｣

結
果
は
、『
不

易
流
行
』２
月
号
に
掲
載
し
た
通
り
で
、「
観

「
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る

 

付
加
価
値
創
造

（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）事
業
」

光
客
数
８
万
人
増
の
各
種
効
果
は
、従
来
の

３
割
増
」、さ
ら
に「
観
光
客
数
８
万
人
増

と
宿
泊
比
率
40
％
増
も
同
時
達
成
の
場
合
、

各
種
効
果
は
、従
来
の
８
割
増
」と
い
う
き

わ
め
て
大
き
な
効
果
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

　
そ
し
て
、更
に
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

は
、観
光
客
の
楽
し
み
を
膨
ら
ま
せ
、集
客
魅

力
を
向
上
さ
せ
る「
食
の
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィン

グ
」「
体
験
型
観
光
メ
ニュ
ー
の
開
発
」「
観
光

関
連
業
種
の
起
業
支
援
」「
ツ
ア
ー
の
造
成

及
び
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」「
地
域
民
間
フ
ァ

ン
ド
の
研
究
」な
ど
、「
光
と
ア
ー
ト
で
発

信
す
る
付
加
価
値
創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
）事
業
」と
相
乗
効
果
を
生
む
た
め
の
事

業
に
取
り
組
む
。

　
２
０
２
０
年
以
降
の
地
方
に
お
け
る
観

光
産
業
の
予
測
、国
内
観
光
の
冷
え
込
み
、

若
年
層
の
観
光
活
動
の
減
少
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
宿
泊
・昨
年
比
４
１
８
・
５
％
を
確
か
な

危
機
と
認
識
し
、未
来
に
挑
戦
す
る
。

　
交
流
人
口
増
加
策
を
継
続
的
・迅
速
に

展
開
す
る
た
め
に
は
、来
訪
者
に
と
っ
て
よ

り
先
駆
的
で
魅
力
的
で
解
り
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
。新
た
な
社
会
移
動

を
呼
び
込
み
、都
市
の
担
い
手
を
増
や
す
こ

と
を
想
定
し
た
事
業
が「
光
と
ア
ー
ト
で

発
信
す
る
付
加
価
値
創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
）事
業
」だ
。未
来
を
予
測
す
る
最
良
の

方
法
は
、未
来
を
創
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ

は
、未
来
へ
の
挑
戦
な
の
だ
。

※H22～ 25彦根市観光消費額推計に関しては、「彦根市観光に関する経済効果測定調査報告書」より抜粋。 
※H26彦根市観光消費額推計は、平成 25年「彦根市観光に関する経済効果測定調査報告書」観光消費客単価と重複係数を元に日帰り・宿泊観光入込客数によって推計。



不易流行４５ 彦根商工会議所通信 vol.26

　　
日
本
は
初
夏
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
季
節

で
あ
る
。光
が
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
若
芽

に
盛
り
土
を
し
て
育
て
る
の
が
ホ
ワ
イ
ト

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
。自
然
の
ま
ま
に
育
て
る

の
が
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
だ
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
春
の
訪
れ
と
共
に
人
々
が
待

ち
わ
び
る
野
菜
な
の
だ
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
語
は

A
sperges

（
ア
ス
ペ
ル
ジ
ュ
）、イ
タ
リ
ア

語
はA

sparago

（
ア
ス
パ
ー
ラ
ゴ
）、ド
イ

ツ
語
で
はSpargel

（
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
）。

ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
マ
ル
シ
ェ
に

顔
を
出
す
の
は
、４
月
下
旬
か
ら
６
月
ま

で
。こ
の
短
い
期
間
、ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
は
、グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
並
び

マ
ル
シ
ェ
の
野
菜
屋
の
主
役
と
な
る
。

　
ド
イ
ツ
の
人
々
は
特
に
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル

に
対
す
る
思
い
入
れ
が
深
い
。４
月
中
旬

か
ら
６
月
24
日（
聖
ヨ
ハ
ネ
の
日
）ま
で

各
地
で「
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
祭
り
」が
開
催

さ
れ
る
。多
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
独
自

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
料
理
が
登
場
し
、旅
す
る

人
々
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
も
身
近
な
食
材

だ
。一
番
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
食
べ
方
は

塩
茹
で
し
た
熱
々
の
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
に
フ
ル
ー
ル
ド
セ
ル
と
ビ
ネ
グ
レ
ッ

ト
を
か
け
る
か
、ソ
ー
ス 

オ
ラ
ン
デ
ー
ズ

と
一
緒
に
食
べ
る
。　

　
実
は
、昭
和
20
〜
40
年
代
、彦
根
市
南
部

の
新
海
町
を
中
心
と
し
た
地
域
は
、ホ
ワ

イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
一
大
産
地
だ
っ

た
。最
盛
期
の
作
付
面
積
は
25
ヘ
ク
タ
ー

ル
、お
よ
そ
東
京
ド
ー
ム
の
５
個
半
く
ら

い
の
面
積
だ
。全
盛
期
に
は
缶
詰
工
場
ま

で
あ
っ
た
。現
在
で
は
全
盛
期
の
20
分
の

１
程
度
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
が
、露

地
の
土
盛
り
栽
培
を
続
け
て
い
る
。手
間

が
掛
か
る
が
、土
の
圧
力
を
押
し
の
け
て

伸
び
る
た
め
、し
っ
か
り
し
た
歯
ご
た
え

が
あ
り
、苦
み
が
特
徴
で
あ
る
。今
で
も

新
海
町
の
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
求

め
て
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
続
い
て
い

る
。こ
の
こ
と
に
着
目
し
た
の
が
、「
ひ
こ

ね
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」だ
っ

た
。　

 　　
２
０
１
４
年
、彦
根
商
工
会
議
所
は「
ひ

こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
委
員
会
」を
設
置
し
、

「
ま
ち（
集
客
）・も
の（
商
品
）・く
ら
し（
生

活
）」の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で「
目
指
す

べ
き
未
来
」へ
の
第
一
歩
と
し
て
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。そ
れ
ぞ
れ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
他
団
体
と
の
調
整
を
行

い
な
が
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん

で
い
る
。現
在
、「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と「
甲
冑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

２
つ
が
、彦
根
商
工
会
議
所
主
導
で
動
い

て
い
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

地
域
内
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要

だ
。ま
た
外
部
に
対
し
て
は
強
力
な
情
報

発
信
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彦
根
の
都
市

イ
メ
ー
ジ
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。

　
２
０
１
６
年
４
月
21
日
、彦
根
市
、稲
枝

商
工
会
、滋
賀
県
立
大
学
、金
融
機
関
に
加

え
、地
域
の
農
家
の
方
、レ
ス
ト
ラ
ン
・
食

事
処
の
経
営
者
や
シ
ェ
フ
、料
理
長
な
ど

50
人
が
集
ま
り「
ひ
こ
ね
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

研
究
＆
試
食
会
」が
行
わ
れ
た
。会
場
は

「dining &
 bar SLO

W

」。
彦
根
市
の

ブ
ラ
ン
ド
食
材
と
し
て
可
能
性
を
秘
め
た

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
初
め
て
披
露
す
る
キ
ッ

ク 

オ
フ 

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
料
理
はSLO
W

の
松

井
宏
友（
38
）シ
ェ
フ
が
担
当
。ホ
ワ
イ
ト
・

グ
リ
ー
ン
・
パ
ー
プ
ル
・
ピ
ン
ク
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
使
っ
た
７
種
の
料
理
が
テ
ー

ブ
ル
を
彩
っ
た
。美
味
し
い
料
理
が
あ
る

と
話
題
も
広
が
る
の
だ
ろ
う
、華
や
い
だ

雰
囲
気
の
な
か
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
食
感

や
料
理
の
感
想
、ブ
ラ
ン
ト
化
に
向
け
て

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、「
ひ
こ
ね
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
今
後
の
展
開

に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
。

　
「
プ
レ
ミ
ア
ム
」と
は
多
く
の
捉
え
方
が

あ
る
が
、「
唯
一
無
二
」「
独
自
性
を
有
し
た

高
品
質
」「
上
質
な
価
値
」な
ど
の
言
葉
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を

推
し
進
め
て
い
く
上
で「
ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン

ド
＝
プ
レ
ミ
ア
ム
」を
打
ち
出
す
こ
と
に

よ
り
共
通
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
、憧
れ
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
新
海
の
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
紀
伊
國
屋
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
取
り
扱
わ
れ
、星
野
リ
ゾ
ー
ト

や
エ
ク
シ
ブ
琵
琶
湖
な
ど
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
層
に
向
け
た
発
信
が
行
わ
れ
て
い
る
。

高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
長
は
、自
分
の
目

で
生
産
地
を
確
か
め
、近
隣
の
美
味
し
く
安

全
で
新
鮮
な
素
材
を
使
い
た
い
と
い
う
思

考
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。新
海
の
ホ

ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
潜
在
的
な
需
要

が
あ
る
。

　
ま
た
、現
在
新
海
で
は
、１
㎏
あ
た
り
１

２
０
０
円
で
販
売
し
て
い
る
が
、他
産
地

で
は
３
０
０
０
円
〜
３
６
０
０
円
で
販
売

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、こ
れ
は
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
価
値
を
高
め
る
こ
と

で
現
在
よ
り
も
高
価
格
帯
で
販
売
す
る
こ

と
が
で
き
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
う
た
め
に
は
、「
生
産
量
の

増
加
」「
担
い
手
の
確
保
」「
食
の
提
案
」「
生

産
性
の
向
上
」「
大
規
模
な
Ｐ
Ｒ
」等
、課
題

は
数
多
い
が
、こ
れ
ら
の
課
題
を
乗
り
越

え
た
先
に
は
、彦
根
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド

食
材
が
生
ま
れ
る
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
産
地
は
国
内
で
い
く

つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
が「
ホ
ワ
イ
ト
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し

て
い
る
地
域
は
未
だ
存
在
し
な
い
。　

　　
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、播
種
か
ら

収
穫
ま
で
３
年
程
度
を
要
し（
株
分
け
す

れ
ば
短
縮
可
能
）、寿
命
は
30
〜
40
年
程
度
。

６
年
〜
８
年
目
で
質
が
よ
く
な
り
、15
年
程

度
で
生
産
量
が
落
ち
始
め
る
。

　
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
若
芽
に
70
〜
80

セ
ン
チ
程
度
ま
で
土
を
盛
り
、陽
が
当
た
ら

な
い
よ
う
に
し
て
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
収
穫
す
る
。グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
と
同
様
の
栽
培
方
式
を
と
る
こ
と
も
技

術
的
に
は
可
能
だ
が
、新
海
で
は
株
を
育
て

る
こ
と
を
優
先
し
、土
を
か
ぶ
せ
て
光
を
遮

る「
土
盛
り
」方
式
を
と
っ
て
い
る
。こ
の

栽
培
方
式
は
、労
力
が
か
か
り
、収
穫
量
が

少
な
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。限

定
さ
れ
た
生
産
量
で
は
積
極
的
な
営
業
は

困
難
で
あ
り
、個
々
の
農
家
の
協
力
も
不
可

欠
と
な
っ
て
く
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
の
最
大
の
問
題
で
あ
る「
安

定
供
給
」に
関
し
て
、彦
根
市
薩
摩
町
の
福

原
勉
さ
ん（
56
）の
協
力
を
得
、今
季
か
ら

新
し
い
栽
培
技
術
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
て

い
る
。福
原
さ
ん
は
米
や
麦
、大
豆
、野
菜

な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
だ
。ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
栽
培
は
１
９
８
９
年
に
先
代
が

始
め
た
。昨
年
、彦
根
市
の
特
産
品
に
な
る

農
作
物
の
生
産
者
に
研
究
を
委
託
す
る「
地

域
振
興
作
物
研
究
開
発
事
業
」に
公
募
し
、

「
彦
根
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
採
択
さ
れ
、福
原
さ
ん
の
挑

戦
が
始
ま
っ
た
。「
土
盛
り
」で
は
な
く
、ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
、遮
光
シ
ー
ト
を
用

い
る
栽
培
法（
ハ
ウ
ス
遮
光
栽
培
）で
、真
っ

暗
な
環
境
で
育
て
る
新
し
い
技
術
で
あ
る
。

　
結
果
、味
は
均
一
で
長
さ
25
セ
ン
チ
ま
で

育
つ
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。こ
の
成
功
に
よ
り
、「
生

産
量
の
増
加
」「
生
産
性
の
向
上
」が
期
待

で
き
、福
原
さ
ん
ほ
か
、市
関
係
者
は「
今

後
、生
産
者
を
増
や
し
、一
定
の
収
穫
量
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」と
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。「
ひ
こ
ね
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
研
究
＆
試
食
会
」の
後
、２
〜
３
軒
の

農
家
か
ら
新
規
参
入
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

次
年
度
は
今
年
の
２
倍
以
上
の
生
産
を
期

待
で
き
る
と
い
う
。

　
「
美
味
し
い
も
の
の
無
い
ま
ち
に
は
人
は

来
な
い
！
」。ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
共
に
、観
光
消
費
に
つ

な
が
る
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ガ
ス
ト
ロ

ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
へ
の
挑
戦
も
、今
、始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
。

「
ひ
こ
ね
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」、キ
ッ
ク
オ
フ 

イ
ベ
ン
ト

主
催 

彦
根
商
工
会
議
所
　
共
催 

彦
根
市
・（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

キ
ッ
ク 

オ
フ 

イ
ベ
ン
ト

プ
レ
ミ
ア
ム
と
ブ
ラ
ン
ド
化

或
る
挑
戦

遮光することで、グリーンアスパラガスは
ホワイトアスパラガスになる。

HIKONE ASPARAGUS KICKOFF EVENT

▶試食会には、アスパラガスのサラダ・ブルスケッタ・ホワイトアスパラガスのスープ（冷製）・アスパラガスのピクルス・グリーンアスパラガスのフライ・ホワイトアスパラと生ハム オランデーズソース・
　ホワイトアスパラとブルーチーズのピッツアの７種の料理で構成された。



不易流行 67 彦根商工会議所通信 vol.26

通
常
議
員
総
会

平
成
28
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
等
を
承
認

R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

　
通
常
議
員
総
会
は
去
る
３
月
23
日
、

当
所
に
て
議
員
73
人（
う
ち
委
任
状
提

出
20
人
）、小
出
会
頭
、夏
原
・
木
村
・
中

川
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、中
川
事

務
局
長
ら
が
出
席
、来
賓
に
彦
根
市
産

業
部
か
ら
西
川
部
長
、長
野
地
域
経
済

振
興
課
長
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
冒
頭
に
会
頭
が
挨
拶
し
た
あ
と
議
長

に
就
任
し
、議
案
と
し
て（
１
）新
入
会

員
３
件
の
承
認
、（
２
）定
款
の
変
更
、

（
３
）常
議
員
に
土
田
博
士
氏（
滋
賀
銀

行
㈱
彦
根
支
店
）を
補
充
選
任
、（
４
）平

成
28
年
度
事
業
計
画
、（
５
）〜（
13
）平

成
28
年
度
一
般
会
計
・
中
小
企
業
相
談

所
会
計
、役
職
員
退
職
給
与
積
立
金
会

計
、建
物
・Ｉ
Ｔ
保
全
維
持
積
立
金
会

計
、会
館
敷
金（
預
り
金
）会
計
、労
働
保

険
事
務
組
合
会
計
、共
済
事
業
会
計
、ひ

こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
事
業
会
計
、別
途

積
立
金
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
専

務
理
事
・
事
務
局
長
か
ら
説
明
の
後
、議

長
が
諮
っ
た
と
こ
ろ
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
報
告
事
項
と
し
て
、日
本

商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
の
伝
達
、議
員

の
職
務
を
行
う
者
の
変
更
届
、理
財
部

会
正
副
部
会
長
の
辞
任
・
選
任
に
つ
い

て
、就
業
規
則
・
役
職
員
給
与
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、当
所
特
定
個
人
情

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

年
度
末
例
会

３
月
16
・
17
日　
つ
づ
ら
お
荘
に
て
開
催

女
性
会
役
員
と
当
所
会
頭
と
の
懇
談
会

３
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
事
務
局
会
議

３
月
18
日　
旧
朱
子
学
研
究
所
に
て
開
催

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

事
業
推
進
会
議

３
月
18
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
彦
根
鉄
砲
隊
演
武

３
月
20
日　
彦
根
城
博
物
館
前
土
手
に
て

　
　
　
　
　
開
催

正
副
会
頭
会
議

３
月
23
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
役
員
会

３
月
24
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
協

議
会

３
月
25
日　
当
所
に
て
開
催

青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ　
役
員
会

３
月
25
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
彦
根
鉄
砲
隊
演
武

３
月
27
日　
和
歌
山
市
内
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋

活
用
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
会
議

３
月
29
日　
旧
朱
子
学
研
究
所
に
て
開
催

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

企
画
委
員
会

３
月
30
日　
当
所
に
て
開
催

ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座　
第
10
講

３
月
30
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

事
業
推
進
会
議

４
月
１
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
彦
根
鉄
砲
隊
演
武

４
月
３
日　
彦
根
城
博
物
館
前
土
手
に
て

　
　
　
　
　
開
催

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成28年3月3日～平成28年4月20日　会員数1612件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

足場組立 山元　麗己建設業
建設業
建設業

雅工業
山元工業 彦根市後三条町272-2

セメント二次製品製造販売 村瀨　欣伸化学工業 栗本コンクリート工業㈱ 愛知郡愛荘町東円堂961

堀北興業 内装業 堀北　俊剛
外構工事 彦根市東沼波町1064-4

彦根市野口町107-9
建設業 湖東設備商会 上下水道配管工事 林　　直都 彦根市地蔵町36-3
卸商業 京都帝酸㈱彦根出張所 高圧ガスの販売、高圧ガス配給設備工事 古谷　知規 彦根市馬場1丁目2-32
観光・サービス 和風すなっくせつこ 飲食業 河原崎勢津子 彦根市河原2丁目2-19
観光・サービス Ｓａｌｏｎ 飲食業 中脇　康子 彦根市河原2丁目6-11
理財 合同会社ｎａｔｕｒａｌｌｙ ファイナンシャルプランナー 中島　治子 彦根市大橋町18

大林　雅志

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

青
年
部
と
当
所
会
頭
と
の
懇
談
会

４
月
４
日　
当
所
に
て
開
催

新
入
社
員
研
修
会

４
月
５
・
６
日　
当
所
に
て
開
催

小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
セ
ミ
ナ
ー

４
月
８
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

正
副
会
長
・
相
談
役
会
議

４
月
８
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

事
業
推
進
会
議

４
月
８
日　
当
所
に
て
開
催

青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ　
春
季
家
族
親
睦
会

４
月
10
日　
旧
近
江
高
校
跡
に
て
開
催

彦
根
地
区
新
入
社
員

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

４
月
11
日　
彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て

　
　
　
　
　
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
監
査
会

４
月
12
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

第
１
・
２
回
理
事
会

４
月
13
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

臨
時
総
会

４
月
13
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
監
査
会

４
月
14
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
経
済
戦
略
研
究
会

４
月
14
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

広
報
委
員
会

４
月
15
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

事
業
推
進
会
議

４
月
15
日　
当
所
に
て
開
催

青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ　
監
査
会

４
月
15
日　
当
所
に
て
開
催

経営者・従業員の皆さん健康チェックをしましょう！
平成28年度集団健康診断のお知らせ（年1回実施）

定員、受診料その他詳細については、5月上旬に会員の皆さんへご案内いたします。
ぜひともこの機会に受診ください。 問合せ：彦根商工会議所（TEL.22-4551）

内容   一般定期健康診断・胃部検診・大腸がん検査（検便）・眼底検査・血液オプション検査・
　　　有機溶剤健康診断・じん肺健康診断

日　程　7月5日（火）・6日（水）・7日（木）・8日（金）・11日（月）・12日（火）
受付時間  8：45～11：30、13：00～15：00   場所：当所4階ホール他（彦根市中央町3-8）
　　　　　※初日5日は午前9時から、最終日12日は午前のみ受付となります。
　　　　　※胃部検診は6日・7日・8日の午前のみの受診となります。

申込締切　５月31日（火）

報
を
含
む
個
人
情
報
保
護
方
針
・
規
程

お
よ
び
労
働
保
険
事
務
組
合
特
定
個
人

情
報
取
扱
規
程
・
事
務
処
理
規
約
に
つ

い
て
、近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議

会
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、閉
会
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、滋
賀
県
土
木
交
通
部
管
理

監
兼
交
通
戦
略
課
長
の
四
塚
善
弘
氏
を

講
師
に
招
き
、「
北
陸
新
幹
線
米
原
ル
ー

ト
の
実
現
に
向
け
て
」と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
、後
の
懇
親
会
に
山
根
副
市

長
が
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、ご
祝
辞

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

▶ご登壇いただいた四塚善弘氏

彦根商工会議所顧問
橋爪紳也氏
「石川賞」を受賞 !! 

　
日
本
都
市
計
画
学
会
の
最
高
賞
で
あ
る「
石
川

賞
」を
橋
爪
紳
也
彦
根
商
工
会
議
所
顧
問
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
受
賞
は
橋
爪
氏
が
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た「
水
都
大
阪
の
ま
ち

づ
く
り
」の
業
績
に
よ
る
も
の
で
す
。心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
石
川
賞
」は
都
市
計
画
に
関
す
る
独
創
的
ま
た

は
啓
発
的
な
業
績
に
よ
り
、都
市
計
画
の
進
歩
、発

展
に 

顕
著
な
貢
献
を
し
た
個
人
ま
た
は
団
体
に
贈

ら
れ
、授
賞
式
は
東
京
大
学
に
て
、５
月
20
日
に
行

わ
れ
ま
す
。

平成28年度　一般会計収支予算 
　　　　  （平成28年4月1日～平成29年3月31日）
収入の部 （単位：千円）

勘定科目 予算額
款 項

1.会費 57,070
1.会費 45,000
2.特別会費 6,600
3.事業特別会費 3,000

2,460
4.過年度会費 10
5.議員改選負担金

2.特定商工業者負担金 800
3.事業収入 52,000

3,800
7,800
7,000
12,500
5,700
1,500
10,500

24,000
3,200

4,000
5,700
200

1.検定事業収入
2.会報広告料
3.共済手数料
4.各種手数料
5.会館使用料
6.冷暖房料
7.会館賃貸料
8.テナント共益費

1.市交付金
2.市委託金
3.市補助金
4.市負担金

4.交付金・委託金
12,500

5.消費税軽減税率対策窓口
相談等事業委託金

5.雑収入 305

1,600

5.消費税軽減税率対策窓口
相談等事業費 1,600

7,000

1.預金利息 5
2.雑収入 300

6.繰越金 27,000
合                      計 161,175

1.一般事業費

2.委託補助対象事業費

18.空き店舗活用地域経済
　 活性化事業費

支出の部 （単位：千円）
勘定科目 予算額款 項 目

1.事業費 50,920
37,570
1,000
3,000
1,000
1,300
2,000
2,000
7,500
400
720
200
300
4,300
1,000
400
50

2,600

13,350
7,000
450
3,300
1,000

66,670
21,500
15,500
6,000
7,000
600
9,050
1,300
2,500
1,800
50

1,000
1,000
100
300
1,000
16,100
16,000
100
2,000
2,120
2,000
120
7,500
4,500
3,000
800

22,700
18,700
500
3,500
20,885
161,175合                      計

2.部会活動費
3.委員会活動費
4.検定事業費
5.工業活動費
6.会員大会開催事業費
7.会報発行費
8.書籍発行費
9.会報・書籍発行企画料
10.一般広報費
11.調査費
12.法定台帳作成管理運用費
13.雇用対策費
14.融合化事業費
15.会員募集費
16.ものづくり支援室

30017.中心市街地活性化事業費

19.議員改選費 2,500

1.関係機関等との連絡会議費

1.給与費

2.福利厚生費
3.旅費･交通費
4.事務費

5.家屋費

6.会議費
7.渉外･交際費

2.管理費

1.中小企業相談所特別会計繰出金
2.労働保険事務組合会計（一般会計）繰出金
3.ひこねブランド開発事業特別会計繰出金

3.繰出金

4.予備費

2.諸手当

1.通信運搬費
2.什器備品費

1.家屋管理費
2.保険料

1.渉外費
2.交際費

8.公課分担金

9.雑費

1.分担金
2.租税公課

1.俸給

2.雇用福利事業費
3.ものづくり等支援事業費
4.夏まつり事業費

1.講演会等開催費

3.消耗品費
4.図書費
5.印刷費
6.事務機リース料
7.情報化推進費
8.車両維持管理費
9.事務諸費
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青年部通信 YEG May.20l6May.2016女性会通信   
謙
虚
と
感
謝 

〜
お
陰
さ
ま
の
精
神
〜

　
平
素
は
、青
年
部
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、平
成
28
年
度
彦
根
商
工
会

議
所
青
年
部
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
馬
場
と
申
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
重
点
目
標
の
一
つ
に
、会

員
数
の
拡
大
を
掲
げ
ま
し
た
。我
々

彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ（
彦
根
商
工
会
議
所
青
年

部
）最
大
の
魅
力
は「
人
」に
あ
る
と

考
え
ま
す
。異
業
種
の
団
体
と
し
て
、

様
々
な
視
点
か
ら
活
発
な
議
論
を
行

い
、よ
り
よ
い
方
向
に
進
む
よ
う
切
磋

琢
磨
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
の
一
つ
と
し

て
、全
国
各
地
の
青
年
部
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
に
よ
り
、人
脈
の
形
成
に
加

え
て
、Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
応
じ
た
様
々
な「
設

え
」の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

の
も
貴
重
な
経
験
で
す
。今
後
、自
身

に
関
わ
る
す
べ
て
の
方
に
、気
持
ち
よ

く
過
ご
し
て
い
た
だ
い
た
り
、感
謝
さ

青年部伝言板 ■ ５月度例会　5月24日（火）19時開会  於：彦根商工会議所４階会議室　■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

納
会
例
会 

〜
平
成
27
年
度
を
総
括
し
て
〜

　皆様こんにちは。滋賀中央信用金庫の奥田と
申します。
　私ども滋賀中央信用金庫は『優しさと強さを
兼ね備えた信用金庫』を目指して日々、営業して
おります。
　優しさとは、地元の繁栄を第一に考えるという
ことです。ビジネスマッチングフェア開催、食の
商談会開催、助成金、補助金、Ｍ＆Ａ、事業継承、
創業資金のご支援など多様なサービスをご提案
していくことで地元を元気にしていきます。
　強さとは、皆様より信頼を得て、より多くのお
客様にお取引をしていただける信用金庫になる
ことです。
　青年部では地元彦根市の活性化・発展に努め
ていきたいとの思いで取り組んでおります。
　お預入、お借入等ご検討の際は、滋賀中央信
用金庫に是非お声掛けいただきますようよろし
くお願い致します。

れ
た
り
と
、周
り
か
ら
重

宝
さ
れ
る
貴
重
な
人
間

に
な
る
上
で
、「
設
え
」が

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
自
身
が
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、身
に
着
け

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
通
じ
て

得
た
知
識
を
今
後
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、今
年
度
、未
熟
な
が
ら
１

年
間
会
長
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
、彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し

て
邁
進
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
皆
様
、今
後

と
も
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

  

㈱
旅
行
屋
本
舗　
馬
場 
匡
章

　
去
る
３
月
18
日
、青
年

部
３
月
度
例
会「
納
会
例

会
」を
双
葉
荘
に
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
の
青
年

部
活
動
と
し
て
最
後
の

事
業
で
あ
る
と
と
も
に
、

３
月
末
ま
で
に
45
歳
を

迎
え
て
卒
業
さ
れ
る
メ

ン
バ
ー
を
送
り
出
す
場

と
し
て
、41
名
参
加
の
も

と
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
藤
原
智
章
君
の
開
会

宣
言
に
始
ま
り
、ま
ず
は

各
委
員
会
が
今
年
度
１

年
間
の
活
動
を
振
り

返
っ
た
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。１
年
間
の
取
り
組

まいどおおきに 青年部事業所紹介

奥田 明央

み
に
対
す
る
思
い
出
を
、映
像
を
交

え
る
等
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、１
年
間
を
通
じ
て
最
も

熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
メ
ン

バ
ー
を
表
彰
す
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
の
発

表
が
あ
り
、今
年
度
は
ジ
ュ
ニ
ア
エ

コ
ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
等
の
事
業
に
取

り
組
ん
だ
西
田
真
也
君
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
は
本
事
業
を
担
当
し
た

ユ
ー
モ
ア
委
員
会
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
へ
と
移
り
、卒
業
生
４
名
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
問

題
を
企
画
し
、「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ふ
し
ぎ
発

見
」と
題
し
た
ク
イ
ズ
大
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
卒
業
式
が
行
わ
れ
、石
田
裕

彦
君
、川
地
将
人
君
、高
橋
宣
治
君
、小

栁
清
彦
君
の
４
名
に
記
念
品
と
卒
業

証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
、卒
業
者
か
ら

現
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
感
謝
と
激
励

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
１
年
の
任
期
を
終
え
る
安

齋
会
長
に
向
け
て
、馬
場
次
年
度
会
長

よ
り
花
束
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
改
め
て
４
名
の
卒
業
生
の
方
、そ
し

て
安
齋
会
長
、お
疲
れ
様
で
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　

  

Ｈ
Ｓ　
笠
原 

悟

平成28年度通常総会を開催

ビジネス英会話セミナー

受講者募集（全12回分・会員価格18,000円）入　門
コース

　学校卒業後長期間英語を勉強していない方を対象に簡単な挨拶や自己
紹介、様々なビジネスの場面での基礎的な英語能力を身に着けていただ
きます。
■ 主な学習内容（予定）
・自己紹介、電話での会話、出張、来客への対応などのトピックを題材に、
パートナーやグループでのロールプレイなどを通じて、一般的な英会話
やビジネスにおける基礎的な英会話能力を養っていただきます。
・聞く力、読む力、書く力も同時に伸ばすことを目指します。
■ テキスト（予定）
First Steps to Office English / Tae Kudo / Sengegi Learning
※受講の際には積極的な授業への参加、宿題（課題）などの取り組みをお願いします。

　女性会では、通常総会を４月２０日当所にて、来賓に小
出会頭、木村副会頭を迎え、会員４９人（委任状提出１２
人含む）の出席のもと開催しました。
　総会に先立ち、去る４月１４日以降の熊本地震により亡
くなられた方への黙祷を捧げ、開会。藤田会長の挨拶で
被災地への思いが述べられた後、議長に就任、事務局よ
り平成２７年度事業報告並びに収支決算の承認・積立金
特別会計収支決算について説明があり、監査報告の後
満場一致で承認されました。
　続いて平成２８年度事業計画並びに収支予算案・積
立金特別会計収支予算案について原案通り承認されま
した。
　報告事項として、新入会員の河原崎勢津子さん（和風
すなっく せつこ）の紹介があり、最後に来賓を代表して
小出会頭より祝辞が述べられ閉会となりました。
　総会後の昼食懇談会の場において、熊本地震で被災
された地域への支援のため義援金が募られ、出席者より
合計48,162円が集まり、彦根市を通じて届けることとな
りました。

▶総会風景 ▶藤田会長の挨拶

▶小出会頭の祝辞 ▶義援金箱

▶平成28年度会長  馬場 匡章　

新しい年度が始まりました。楽しく充実した企画を実施していきますので
ご協力、ご出席をよろしくお願いいたします！

企画・広報委員会 研修委員会 親睦委員会
委員長

副委員長

担当副会長

嶋津 慶子
㈱銀波 サムスィングフォー

北川 きみ子
八ツ波印刷所

若林 富美子
㈲山形屋

渡邊 僖子
渡辺薬局

北沢 節子
割烹いずみ

小出 ふじ子
㈱キントー

西村 順子
㈱西村教材

田部 清子
㈱田部不動産

田中 多鶴枝
田中司法事務所

～平成28年度 新正副委員長が決まりました～

■6月10日（金）県女連総会　※ 会員の皆様のご参加お願いいたします。INFORMATION

（敬称略）

【申込受付中】
お申込・お問合せ
当所ウェブサイトからのお申込み可
彦根商工会議所 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

5/27・6/3・6/10・6/17・6/24・7/1・7/8・
7/15・7/22・7/29・8/5・8/19（いずれも金曜日）

● 会員事業所様の海外進出・海外取引の支援の一つとして「ミシガン州立大
学連合日本センター（JＣＭＵ）」の協力を得て、「ビジネス英会話セミナー（入
門コース）」を開催いたします。
● 今後の国際展開を見据えて、英語によるコミュニケーション力向上を目指
す社員研修や、自己啓発プログラムの一環として、ぜひご活用ください。

講師は Mandy Klein !
JCMU英語プログラム専任教官

● 2008年の夏にJCMU留学生として日本
語を学習するため来日。帰国後はミシガン
州立大学にて学生アドバイザーとして現地
のJCMU事務所に勤める。大学卒業後、
JETプログラムの一員と
して長野県の高校で3年
間英語教師として従事。
英語を教えるだけでな
く、自らも日本語学習に
も勤しみ、料理、キャン
プ、スノーボードも楽
しむアウトドア派。
●TESOL保有
　 TESOL=Teachers of  
　 English to Speakers 
　 of Other Languages
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日本の観光立国を成し遂げ、日本のファンを世界に広げ、日本の元気の原動力となる。
　
多
く
の
先
進
国
が
よ
り
多
く
の

外
国
人
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、日
本
の
対
外
国

人
に
対
す
る
観
光
産
業
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
。

　
今
回
の
講
師 

須
田
健
太
郎
氏

は
、２
０
０
５
年
、大
学
入
学
後
の

今
後
の
人
生
に
つ
い
て「
世
界
レ

ベ
ル
の
偉
業
」を
成
し
遂
げ
た
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
し

て「
１
０
０
０
万
円
を
た
め
て
起

業
」す
る
こ
と
を
目
標
に
大
学
を

中
退
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
就
職

し
た
。１
年
後
、２
０
０
７
年
の

22
歳
の
時
に
株
式
会
社
フ
リ
ー
プ

ラ
ス
を
設
立
。２
０
１
０
年
よ
り
、

人
生
を
日
本
の
観
光
立
国
に
捧
げ

よ
う
と
決
め
、訪
日
観
光
業
に
参

● 日本ファンを世界に広げ、
日本の未来をつくる事業
海外の旅行代理店に、日本の旅行商品
（団体ツアー・個人旅行）を提供。日本
旅行に必要なことを、総合的に提供。

● 訪日団体観光客向け飲食店
即時予約プラットフォーム
『JAPARES』をリリース
Webサイトで飲食店を即時予約でき
るサービスを提供。

● 訪日旅行客向けオンライン 
CtoC サービス『GUIDEST』
をリリース
日本を知り尽くした日本のエキスパー
ト（コンシェルジュ）とを直接的に繋
ぎ、観光地やホテルなどの相談をしな
がら旅程を作成していくサービス。

FREEPLUSは
こんなことをしている イ

ン
バ
ウ
ン
ド×

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
講
演
会
・
講
師 

株
式
会
社
フ
リ
ー
プ
ラ
ス 

須
田
健
太
郎
氏

「
近
江
の
フ
ァ
ン
を
世
界
に
広
げ
、

　
近
江
の
元
気
の
原
動
力
と
す
る
た
め
に
は
」2016年 5月27日（金）

受　付 14：30 ～
講演会 15：00 ～ 16：30
会　場  彦根商工会議所
　　　 4階大ホール

入
し
た
。訪
日
旅
行（
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
）事
業
に
参
入
。単
身
中
国

へ
渡
り
、子
会
社
を
作
る
。東
日

本
大
震
災
で
訪
日
観
光
客
が
激
減

し
た
が
、「
旅
行
市
場
が
未
成
熟
な

ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
訪
日
客
は
伸

び
し
ろ
が
大
き
く
、必
ず
商
機
が

あ
る
」と
考
え
、東
南
ア
ジ
ア
諸
国

を
開
拓
、フ
リ
ー
プ
ラ
ス
の
成
長

基
盤
を
固
め
た
。

　
自
身
に
は「
失
う
も
の
が
な
い
」

と
語
り
、利
益
率
が
低
い
こ
と
か

ら
ア
ジ
ア
か
ら
の
ツ
ア
ー
を
敬
遠

し
が
ち
な
大
手
旅
行
代
理
店
な
ど

に
対
し
て
、「
あ
る
種
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い

る
競
争
相
手
に
奇
襲
攻
撃
を
仕
掛

け
る
」こ
と
で
一
気
に
成
長
を
加

速
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
。

　
創
業
前
に
、「
サ
ー
ビ
ス
業
に

よ
っ
て
人
々
に
幸
せ
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
。こ
の
幸
せ
の
提

供
を
世
界
中
に
広
め
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、素
敵
な
世
界
に
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
、そ
う
思
い
ま
し
た
。

20
歳
の
時
に
、サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て

幸
せ
を
提
供
で
き
る
世
界
企
業
を

作
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
」と
い
う
。

　
株
式
会
社
フ
リ
ー
プ
ラ
ス
は
、

日
本
を
通
じ
て『
人
生
に
残
る
思

い
出
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
』こ
と

を
経
営
理
念
と
し
て
い
る
。

　
本
講
演
で
は
、理
念
と
使
命
を
軸

に
し
て
、日
本
の
訪
日
観
光
と
い
う

領
域
で
世
界
No・１
と
な
る
こ
と
を

信
じ
、躍
進
す
る
須
田
社
長
の
起
業

マ
イ
ン
ド
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
話
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。更
に

は
、須
田
社
長
の
言
う「
日
本
の
観

光
立
国
を
成
し
遂
げ
、日
本
の
フ
ァ

ン
を
世
界
に
広
げ
、日
本
の
元
気
の

原
動
力
と
な
る
」の「
日
本
」を「
近

江
」に
置
き
換
え
て
、「
近
江
」の

フ
ァ
ン
を
世
界
に
広
め
る
た
め
の

秘
訣
に
も
触
れ
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
は
、

数
々
の
起
業
の
チ
ャ
ン
ス
が
眠
っ

て
い
る
。（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ

ム
ボ
ー
ド
・
滋
賀
中
央
信
用
金
庫
・

彦
根
商
工
会
議
所
・
滋
賀
県
立
大

学
共
催
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、シ
ー
ズ

を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

インバウンド×
アントレプレナー講演会
「近江のファンを世界に
広げ、近江の元気の原動
力とするためには」
講師 株式会社フリープラス
       須田健太郎氏

お申込・お問合せ
彦根商工会議所
TEL.0749-22-4551

第１回　６月18日　彦根商工会議所４階大ホール
テーマ　「念い（おもい）を伝える書～書交～」

第2回　７月16日　彦根商工会議所４階大ホール
テーマ　「花押～自分だけのオリジナルサインの作成～」

第3回　８月20日　彦根商工会議所４階大ホール
テーマ　「刻～自分だけのオリジナルゴム印を作成～」

第4回　９月17日　彦根商工会議所４階大ホール
テーマ　「名前を極める～自分を表現する名前の書き方～」

第5回　10月15日　千代神社参集殿
テーマ　「禅書～禅の言葉を刻む～」

第6回　11月26日　千代神社参集殿
テーマ　「年賀状作成～瓦当印デザイン～」

第7回　12月17日　彦根商工会議所４階大ホール
テーマ　「一年内観～一年の自分を振り返る～」

第8回　1月21日　千代神社参集殿
テーマ　「書初～新年に心新たに～」

第9回　２月18日　千代神社参集殿
テーマ　「和綴～雅な装丁を極める～」

第10回　３月18日　千代神社参集殿
テーマ　「写経～内なる自分と向き合う～」

彦根プレミアム書道塾「ひこね継未塾」
毎月１回第３土曜日・11月のみ第4土曜日15：00～17：00
※それぞれの回で実施予定のテーマの後、残り時間にて通常の書の 
　錬成を行います。テーマによっては書の錬成時間が取れないもの
　もありますのでご容赦ください。

入会金 5,000円・受講料 1回3,000円入会金・受講料 30名（定員になり次第締切）定員

持ち物
書道用具一式（筆、墨、硯、水差し、筆巻き、下敷き、文鎮）
※各自が普段使用されているもので結構です。もしお持ちでない場合は、継未書道セット（6,480円）を販売しますので、
事前にお申し出ください。　※半紙は講師指定のものを当所にて準備します。

Schedule
一般社団法人 継未-TUGUMI- 代表、

書家。

2016年、彦根商工会議所会員交流

フェアにて、「不易流行」書のパ

フォーマンスを披露。5歳より書を

始め、東京学芸大学 教育学部 書道

教員養成課程を卒業。卒業後は書団

体には所属せず、独立書家として活動。大学卒業後、阪神・淡路大震災を機に「つ

ながる」ことの重要性を意識して携帯電話販売会社へ就職。2000年に携帯電

話が普及してきたのを見て通信会社へ転職。2010年にソフトバンクアカデミ

アに第一期生として所属し、初年度首席の成績を修める。2014年に独立起業

し、書道塾 継未-TUGUMI-を設立。書道塾の経営、作品制作、個展、Work Shop

等を通じて日本の伝統文化である「書」を未来を担う子ども達へ、そして世界

へ継いで行く事を志として刻み続ける。また、ソフトバンクアカデミアの実績

より、新たな念いの表現ツールとしてプレゼンテーション講師も行う。

● 前田鎌利氏 profile

● 書家 前田鎌利×彦根商工会議所

● 書家 前田鎌利×千代神社（彦根市京町二丁目9-33）

書家前田鎌利氏と彦根商工会議所のオリジナルコラボ企画として、事
業所ブランド名等に使用する「書」デザインを、当所が窓口となりお値
打ち価格にて前田氏に制作いただきます。
その他にも、彦根商工会議所会員事業所のブランディングに関して、商
品開発（例えば和イメージの商品等）にもご協力いただきます。詳しく
は当所担当までご連絡ください。

千代神社は、地域の氏神として篤く信仰されています。また、古来より
俳優の始祖や芸能の祖神として仰がれ、あらゆる芸事の上達を願われ
る人々から篤く信仰されています。今回の特別会場千代神社にて（第
5・6・8・9・10回会場）、芸事の神様に見守っていただきながら、愉しく
書道を極めましょう。
※千代神社には駐車場がございませんので、彦根商工会議所駐車場を
　ご利用ください。（彦根商工会議所から徒歩5分程度） 主催 彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551

T U G U M I

彦根商工会議所「彦根プレミアム書道塾」 いよいよ開講 !!
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新刊入りました！
事業に役立つパンフレットをご利用ください（無料）

当所では、事業に役立つ各種パンフレット・リーフレット
をご用意しています。この度、新しいラインナップが揃
いました。いずれも読みやすいサイズですので、ぜひご
利用ください。（部数は限られておりますのでお早めに）

ビジネスに強くなる！
交渉上手になる秘訣
Ｂ6判／24ページ
Win-Win型交渉とは／交渉の
事前準備／交渉コミュニケー
ション／模擬交渉による練習／
交渉をする上での注意点

儲けるための
経営数字活用術
Ｂ6判／24ページ
利益の種類／数字上の利益と
キャッシュの違い／お金の上手
な借り方／損益分岐点売上高と
安全余裕率／利益計画の策定法
／ 資金計画の策定法

お客様を夢中にさせる
感動接客術
Ｂ6判／24ページ
お客様を夢中にさせる接客サー
ビス／お客様の心が動く、感動
のおもてなしとは／男性と女性
の購買心理の違い／押し売りに
ならない販売方法とは／等

思わずまた買ってしまう！
リピーターづくりの仕組み
100事例
Ａ5判／56ページ
本冊子では事例を100例、10種
類の「カン」に分類してご紹介
します。きっと自社・自店でも
活かせる事例がみつかります！

お問合せは当所中小企業相談所  TEL 22-4551

失敗しない独立起業！
７つの心得
Ｂ5判／48ページ
開業前のホームページの育て
方、名刺のつくり方、人脈づくり
のための交流会での振るまい
方、ネットとリアルの使い分け
など、実務系の冊子とは違った
生々しさと具体的なノウハウが
載っています。

真田幸村に学ぶ
リーダーの資質と人間形成
Ａ5判／32ページ
真田幸村は猛将として知られ、ま
た知略・間諜を使った情報戦に長
け、優れた部下を育てました。本
冊子では、幸村のリーダーの資質
を人物像からひもとき、リーダー
シップや人間形成について学ぶ
ことができます。

取引先・上司の信頼を獲得する
報連相27のコツ
Ｂ5判／32ページ
報連相を基本から理解し、報連
相×3つの肝×3つのコツ=27
のコツで報連相の達人に！便利
なチェックシート付き！

早わかり! ストレスチェック制度
概要と導入
Ａ5判／32ページ
平成27年12月より、労働者数50
人以上の事業場にはストレス
チェック制度の実施が義務化さ
れました。概要と導入の道筋がわ
かる冊子ですので導入をお考え
の方はまずお読みください。

※募集要領等
http://www.pref.shiga.lg.jp/f/shokokanko/h28innovation.html
  

このほど大規模小売店舗立地法に基づく新規出店の届け出がありましたので、概要をお知らせします。
なお、いずれも詳細は彦根市役所３Ｆの産業部地域経済振興課で縦覧できます。

大規模小売店舗の出店情報

店　舗　名
小売業者名
所　在　地
開店予定日
店 舗 面 積
駐 車 台 数
営 業 時 間
縦 覧 期 間

（仮称）ドラッグコスモスベルロード店
株式会社コスモス薬品（福岡県福岡市）
彦根市平田町546ほか
平成28年11月19日
1,494㎡
70台
午前９時～午後10時
～平成28年8月22日まで　

店　舗　名
小売業者名
所　在　地
開店予定日
店 舗 面 積
駐 車 台 数
営 業 時 間
縦 覧 期 間

（仮称）スーパーセンタートライアル彦根川瀬馬場店　
株式会社トライアルカンパニー（福岡県福岡市）
彦根市川瀬馬場町235ほか（国道８号線沿い）
平成28年11月５日
6,171㎡
315台
24時間
～平成28年8月4日まで　

■ 事業目的
　中小企業者等が行う異分野・異業種連携（※１）による「イノベー
ション」（※２）の創出を図るための取組みに対し、予算の範囲内で経
費の一部を補助することにより、新たな需要の開拓や県内での経済
循環の活発化につながるなど、本県経済を牽引する新しいビジネス
モデルの構築等を促進し、本県経済の活性化と雇用の維持・拡大、地
域の活性化を図ること。

■ 補助対象者
　県内の中小企業者

■ 補助対象となるイノベーションのテーマ
以下の５つのテーマに資する事業。
① 水・エネルギー・環境　　② 医療・健康・福祉
③ 高度モノづくり　　　　 ④ ふるさと魅力向上
⑤ 商い・おもてなし
■ 補助対象事業
　異分野・異業種連携によるイノベーションの創出に資するビジネ
スモデルの構築を図るために実施される以下に掲げる事業の全部ま
たは一部で、県内において行われるもの。
※交付決定日から平成29年２月28日までに完了する見込みのある
　ものに限る。
※販売（テスト販売を除く。）を目的とした商品等の生産や販売を行
　うものは対象外。
（1） 新たな技術・商品・サービスの開発（既存技術等の転用や組合せ、
　   隠れた価値の発掘（設計・デザイン、アイデアの活用等）を含む。
　   以下、同様。）事業
・ 調査研究・専門家等の配置

※１ 「モノづくり」と「ＩＯＴ」、「モノづくり」と「デザイン」、
「地場産業」と「流通業」と「観光業」、「農業」と「観光業」な
ど、異分野・異業種との連携をいう。
連携の方法については、「委託」や「合議体」、「コンソーシア
ム」、「共同事業体」等の方法が考えられ、具体の方法までは
問わない。また連携先は大企業や県外企業でも可。

※２ イノベーション：「滋賀県産業振興ビジョン」（平成27年３
月策定）に基づき、新しい技術や商品・サービスの開発をは
じめ、それまでのモノや仕組みなどに対して、新しい発想
や技術を取り入れて、新たな価値を創造し、社会や暮らし
によりよい変化をもたらすこと。

滋賀県 異分野・異業種連携イノベーション創出支援事業補助金
・ 研究開発・デザイン等の改善
・ 試作品の製作、サービスの試行、実証実験、検証・評価等

（2） 商品等の新たな生産および販売方式の開発事業
・ 調査研究・専門家等の配置
・ 研究開発・試作品の製作、試行、実証実験、検証・評価等

（3） サービスの新たな提供方式の開発事業
・ 調査研究・専門家等の配置
・ 研究開発・試行、実証実験、検証・評価等

（4） 新たな市場の開拓、販路の拡大事業
・ 調査研究・専門家等の配置
・ 展示会等への出展・テスト販売、検証・評価・広報等

（5） 新たな原材料・資源の開発事業
・ 調査研究・専門家等の配置
・ 研究開発・試作品の製作、試行、実証実験、検証・評価等

（6）その他、異分野・異業種連携によるイノベーションの創出に資す
　  るビジネスモデルの構築を図るための取組として知事が適当と
　  認めた事業

■ 補助事業期間
　交付決定日から、最長で平成29年2月28日まで。

■ 補助対象経費
　事業実施に直接必要な経費（謝金・原材料費・機械装置等費・展示会
出展費・広告宣伝費・通信運搬費・借損料など）とし、交付決定日以降
に発注、納入等が行われ、補助事業期間内に支払いが完了する経費。

■ 補助率等
（1） 補助率：補助対象経費の３分の２以内
（2） 補助限度額：１件あたり１，０００万円以内
（3） 交付決定下限額：１００万円
（4） その他：補助金交付額は、補助金の合計額の千円未満を切り捨て
　　た額。

■ 受付期間
　募集中～５月20日（金）
※必須ではありませんが、できる限り事前に「応募意志表明書」の提出を
お願いします。詳しくは、なるべく早めに下記までお問い合わせください。

■ 本件担当
滋賀県商工観光労働部商工政策課 企画海外展開支援係
TEL.077-528-3712

補助金情報

● 開催日時　 2016年10月19日（水） ～ 21日（金）
                      10：00～17：00（ 最終日は16：00まで ）
● 会　　場　 長浜バイオ大学ドーム
● 出 展 料　 標準小間（9㎡）　　 206,000円～
                      Sサイズ小間（4㎡） 103,000円
                      ※Sサイズ小間は予定数に達しましたので、今後は
                      　キャンセル待ちとなります。
● お問合せ    びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員会事務局
　　　　　　  TEL：077-528-3793
                      FAX：077-528-4876　
　　　　　　  E-mail：info@biwako-messe.com
http://www.biwako-messe.com/

　びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員会では、「環境と経済の両立」を
基本理念に環境産業を振興するため、1998年から毎年「びわ湖環境ビ
ジネスメッセ」を開催しています。
　昨年は、国内外から302企業・団体が出展し、のべ33,080人が来場さ
れました。会場内では活発な商談や技術交流等が繰り広げられ、成果
に直結した「ビジネス主体の環境見本市」となっています。
　19回目となる「びわ湖環境ビジネスメッセ2016」に、環境ビジネス
に取り組んでおられる企業・団体の皆様は、是非ご出展ください。

出展のご案内
日本最大級の環境産業見本市

申込締切日 5/31
2016年

火

BtoBに特化した環境産業総合見本市
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柴
山
桂
太
氏 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

経
済
学
者
。１
９
７
４
年
東
京
都
生
ま
れ
。

京
都
大
学
経
済
学
部
卒
。同
大
学
院
・
人

間
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取

得
退
学
。２
０
０
１
年
滋
賀
大
学
経
済
学

部
に
助
手
と
し
て
赴
任
。そ
の
後
、講
師
、

助
教
授
を
経
て
２
０
１
５
年
４
月
よ
り

京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
准
教

授
。専
門
は
経
済
思
想
、現
代
社
会
論
。

著
書
に『
静
か
な
る
大
恐
慌
』（
集
英
社

新
書
）、共
著
に『
現
代
社
会
論
の
キ
ー

ワ
ー
ド
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）な
ど
。

　
赴
任
先
が
京
都
大
学
に
変
わ
っ
て
一
年

に
な
る
。「
京
大
は
ど
う
で
す
か
？
」と
よ

く
聞
か
れ
る
が
、滋
賀
大
の
頃
と
比
べ
て
、

特
別
何
か
が
変
わ
っ
た
と
い
う
実
感
は
な

い
。同
じ
国
立
大
学
法
人
な
の
で
基
本
給

は
変
わ
ら
な
い
し
、講
義
も
滋
賀
大
の
時

と
同
じ
内
容
で
や
っ
て
い
る
。受
講
に
熱

心
な
学
生
も
い
れ
ば
、熱
心
で
な
い
学
生

も
い
る
。そ
の
割
合
に
違
い
が
あ
る
と
も

思
え
な
い
。要
す
る
に
、ど
ち
ら
も「
今
ど

き
」の
大
学
生
な
の
だ
。

　
唯
一
、違
う
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、京

大
の
学
生
は
よ
く
質
問
に
来
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
か
。講
義
の
後
に
必
ず
何
人
か

が
や
っ
て
き
て
、質
問
攻
め
に
あ
う
。答

え
て
も
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
場
合
に

は
、さ
ら
に
質
問
が
続
く
の
で
、次
の
講
義

に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。

　
質
問
は
難
し
い
。変
な
質
問
を
し
た
ら

失
礼
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、講
義
の

矛
盾
を
指
摘
し
て
揚
げ
足
取
り
だ
と
思
わ

れ
て
も
困
る
。そ
う
い
う
余
計
な
心
配
を

し
な
い
と
こ
ろ
が
い
か
に
も
京
大
生
ら
し

い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。割
と
本
質

的
な
質
問
を
ぶ
つ
け
て
く
る
の
で
、答
え

て
い
る
う
ち
に
こ
ち
ら
が
大
事
な
こ
と
を

思
い
出
す
場
合
も
あ
る
。

　
昨
年
一
年
で
受
け
た
質
問
で
、も
っ
と

強
力
で
あ
る
。日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
中
国
に

抜
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、経
済
力
だ
け

で
な
く
軍
事
力
に
お
い
て
も
中
国
に
遅
れ

を
取
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。国
防
だ
け

で
は
な
い
。通
貨
も
同
様
だ
。今
は
円
が

国
際
的
に
信
頼
性
の
高
い
通
貨（
ハ
ー
ド
・

カ
レ
ン
シ
ー
）と
な
っ
て
い
る
が
、日
本
の

国
際
的
地
位
が
低
下
し
て
い
け
ば
円
の
価

値
も
下
が
り
、い
ず
れ
ア
ジ
ア
の
二
流
通

貨
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
な
れ
ば
、

外
国
か
ら
資
源
を
買
う
の
も
一
苦
労
で
あ

る
。一
国
の
経
済
は
常
に
他
国
と
の
競
争

関
係
に
あ
る
。他
国
が
飽
く
な
き
成
長
を

追
求
し
て
い
る
以
上
、日
本
だ
け
が
成
長

を
諦
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。軍
事
的
・

経
済
的
な「
安
全
保
障
」の
た
め
に
も
成

長
は
不
可
欠
だ
、と
い
う
の
が
こ
の
問
題

に
対
す
る
通
常
の
回
答
と
な
る
。

　
も
う
一
つ
、こ
れ
も
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

が
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、経
済
成
長
は

貧
困
層
の
生
活
改
善
に
と
っ
て
重
要
で
あ

る
。成
長
が
仕
事
を
つ
く
る
か
ら
だ
。途

上
国
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、仕
事

が
な
い
た
め
に
貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
な
い

人
々
は
無
数
に
い
る
。経
済
が
成
長
す
る

と
は
、経
済
社
会
の
分
業
が
進
化
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、た
く
さ
ん
の
専
門
職

が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。そ
れ

が
貧
し
い
人
々
の
境
遇
を
改
善
し
、文
明

生
活
を
向
上
さ
せ
、ひ
い
て
は
国
家
を
繁

栄
に
導
く
。

　
「
安
全
保
障
」と「
貧
困
の
解
消
」は
、経

済
成
長
が
必
要
な
理
由
と
し
て
必
ず
持
ち

出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
二
つ
の
重

要
性
は
、一
八
世
紀
の
ス
ミ
ス
の
時
代
も
、

現
代
も
変
わ
ら
な
い
。日
本
は
十
分
に
豊

か
に
な
っ
た
が
、そ
れ
で
も
成
長
で
き
な

い
状
態
が
続
け
ば
、い
ず
れ
国
際
的
地
位

が
低
下
し
、生
活
水
準
も（
他
国
と
比
較
し

て
）下
が
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
ま
で
長
期
の
視
点
に
立
た
な
く
て

も
、今
の
ゼ
ロ
成
長
が
続
く
と
、そ
う
遠
く

な
い
将
来
に
年
金
財
政
が
破
綻
す
る
こ
と

に
な
る
。年
金
に
限
ら
ず
福
祉
の
財
政
負

担
は
増
え
る
一
方
だ
。国
家
財
政
が
回
ら

な
く
な
れ
ば
、国
民
負
担
率
を
大
幅
に
引

き
上
げ
る
か
、激
し
い
イ
ン
フ
レ
で
借
金

を
帳
消
し
に
す
る
か
、い
ず
れ
に
せ
よ
激

し
い
痛
み
を
伴
う
施
策
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。今
の
生
活
を
支
え
る
制
度
は
、

基
本
的
に
経
済
成
長
が
持
続
す
る
こ
と
を

前
提
に
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、成
長
を
諦

め
る
と
は
簡
単
に
は
言
え
な
い
事
情
が
あ

る
。学
生
に
は
、と
り
あ
え
ず
そ
う
答
え

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
納
得
す
る
学
生
も
い
る
が
、な
お
食
い

下
が
っ
て
く
る
学
生
も
い
る
。で
は
、ど

う
す
れ
ば
日
本
が
再
び
成
長
軌
道
に
戻
る

と
い
う
の
か
？　
日
本
は
二
〇
年
以
上
も

あ
れ
こ
れ
の
政
策
を
試
し
て
き
た
の
に
、

効
果
は
無
か
っ
た
で
は
な
い
か
。今
も
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
大
規
模
な
金
融
緩
和
を
行

っ
て
い
る
が
、開
始
か
ら
三
年
で
ゼ
ロ
成

長
・
ゼ
ロ
イ
ン
フ
レ
に
逆
戻
り
し
て
し
ま

っ
た
。こ
れ
は
日
本
経
済
の
成
長
余
地
が

根
本
的
に
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
の
か…

。こ
こ
ま
で
来
る
と
、

私
に
も
明
快
な
答
え
は
な
い
。

　
前
回
、ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
ロ
ー
レ

ン
ス
・
サ
マ
ー
ズ
の
長
期
停
滞
論
を
紹
介

し
た
。サ
マ
ー
ズ
が
言
っ
て
い
る
の
も
、

先
進
国
の
成
長
余
地
は
な
く
な
っ
て
い
る

（≒

「
自
然
利
子
率
」が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

て
い
る
）と
い
う
こ
と
だ
。人
口
高
齢
化

に
よ
る
消
費
意
欲
の
減
退
や
、Ｉ
Ｔ
技
術

の
進
歩
に
よ
る
投
資
規
模
の
縮
小
な
ど

で
、家
計
も
企
業
も
お
金
を
使
わ
な
く
な

っ
て
い
る
。こ
の
停
滞
状
況
を
脱
す
る
に

は
金
融
緩
和
だ
け
で
は
ダ
メ
で
、積
極
的

に
財
政
拡
張
し
て
需
要
を
作
り
出
す
し
か

な
い
、と
い
う
の
が
サ
マ
ー
ズ
の
説
だ
っ

た
。個
人
的
に
は
こ
の
説
に
賛
成
な
の
だ

が
、政
府
が
大
型
の
財
政
出
動
を
続
け
た

と
し
て
、本
当
に
経
済
が
成
長
軌
道
に
戻

る
か
ど
う
か
は
、正
直
言
っ
て
分
か
ら
な

い
。私
だ
け
で
な
く
、誰
も
確
か
な
答
え

は
も
っ
て
い
な
い
は
ず
だ
。現
代
の
ゼ
ロ

成
長
・
ゼ
ロ
イ
ン
フ
レ
状
況
を
打
開
す
る

処
方
箋
な
ど
、誰
一
人
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
。現
在
、行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
上
の「
実
験
」（
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
を
含
む
）は
、理
論
的
な
裏
付
け
は
十
分

で
は
な
い
が
、と
も
か
く
や
っ
て
み
な
け

れ
ば
、と
い
う
冒
険
的
な
性
質
の
も
の
だ
。

海
図
の
な
い
海
を
進
む
船
が「
新
大
陸
」

（
＝
新
し
い
成
長
余
地
）を
発
見
で
き
れ
ば

良
い
が
、航
路
を
見
失
っ
て
漂
流
す
る
可

能
性
も
あ
る
。

　
さ
て
、こ
う
な
る
と
質
問
に
来
る
学
生

に
も
一
理
あ
る
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
本
だ
け
が
経
済
成
長
で
き
な
い
と
な
れ

ば
大
問
題
だ
。し
か
し
、今
の
世
界
を
見

渡
す
限
り
、ど
の
国
も
明
確
な
成
長
軌
道

に
乗
れ
て
い
な
い
。「
成
長
出
来
る
の
に
出

来
な
い
」の
と
、「
そ
も
そ
も
成
長
で
き
な

い
」の
は
大
き
な
違
い
だ
。現
状
が
後
者

だ
と
す
る
と
、飽
く
な
き
成
長
を
望
む
と

い
う
こ
と
自
体
が
無
理
筋
の
要
求
だ
、と

な
る
は
ず
で
あ
る
。そ
れ
よ
り
も
、今
の

生
活
水
準
を
出
来
る
だ
け
落
と
さ
な
い
方

向
に
、新
し
い
政
策
の
可
能
性
を
見
い
だ

し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。そ
の
た

め
に
は
、成
長
と
は
別
の
価
値
観
が
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
？　

　
こ
れ
は
私
が
以
前
か
ら
考
え
て
い
て
、

ま
だ
答
え
の
出
て
い
な
い
問
題
だ
。一
九

七
〇
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
時
代
に

も
、「
成
長
の
限
界
」論
は
あ
っ
た
。日
本

で
も
新
聞
が「
く
た
ば
れ
Ｇ
Ｎ
Ｐ
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
た
り
、有
力
な
経
済
学

者
が
価
値
観
の
転
換
を
唱
え
た
り
し
て
い

た
。こ
う
し
た
考
え
方
は
、八
〇
年
代
に

入
り
各
国
が
ふ
た
た
び
成
長
軌
道
に
戻
っ

た
こ
と
で
、い
つ
の
ま
に
か
立
ち
消
え
に

な
っ
た
。し
か
し
今
回
は
分
か
ら
な
い
。

「
実
験
」は
空
回
り
す
る
だ
け
で
、こ
の
ま

ま
ゼ
ロ
成
長
・
ゼ
ロ
イ
ン
フ
レ
が
定
着
す

る
の
か
も
し
れ
な
い
。そ
し
て
、平
成
以

後
に
生
ま
れ
た
若
い
学
生
の
少
な
か
ら
ぬ

部
分
が
、そ
れ
で
も
い
い
と
感
じ
始
め
て

い
る
の
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
、学
生
も
就
職
後
は
考
え
方

を
改
め
る
の
で
あ
ろ
う
。お
金
を
稼
が
な

け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
し
、働
き
始
め
れ

ば
事
業
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
魅
力
や
必

要
を
感
じ
る
者
も
出
て
く
る
は
ず
だ
か
ら

だ
。当
初
の
疑
問
は
、や
が
て
現
実
生
活

の
要
請
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
。し
か
し
、

そ
れ
で
も
社
会
の
底
流
に
あ
る
価
値
観
は

少
し
ず
つ
変
わ
り
始
め
て
い
る
の
だ
ろ

う
。学
生
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
、そ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

も
多
か
っ
た
の
は「
日
本
経
済
の
停
滞
は

そ
ん
な
に
悪
い
こ
と
な
の
か
」と
い
う
も

の
だ
っ
た
。バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
二
〇
年
は

「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」と
言
わ
れ
る
。経
済

成
長
率
は
低
迷
し
、一
九
九
八
年
以
後
は

デ
フ
レ
基
調
が
続
い
て
い
る
。国
の
借
金

は
、対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
二
〇
〇
％
に
達
す
る
ほ

ど
膨
ら
ん
だ
。右
肩
上
が
り
の
成
長
時
代

を
知
っ
て
い
る
古
い
世
代（
私
は
お
そ
ら

く
そ
の
世
代
の
最
後
尾
に
い
る
）か
ら
す

れ
ば
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
日
本
経
済
が
停

滞
し
て
い
る
の
は
生
活
実
感
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。

　
だ
が
、平
成
生
ま
れ
の
学
生
に
は
、そ
の

実
感
が
な
い
。デ
フ
レ
が
経
済
を
痛
め
た

と
い
う
話
を
す
る
と
、「
で
は
イ
ン
フ
レ
は

そ
ん
な
に
い
い
こ
と
な
の
か
？
」と
返
っ

て
く
る
。経
済
成
長
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
、「
な
ぜ
経
済
は
成
長
し
つ
づ
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
」と
い
う
質
問
が
必
ず

や
っ
て
く
る
。彼（
女
）た
ち
に
と
っ
て
、

右
肩
上
が
り
の
成
長
は
う
ら
や
ま
し
く
な

い
し
、今
の
日
本
に
絶
対
不
可
欠
と
も
思

え
な
い
。日
本
が
豊
か
に
な
れ
ば
成
長
率

が
下
が
る
の
は
当
た
り
前
で
、今
の
豊
か

さ
を
キ
ー
プ
で
き
る
な
ら
ゼ
ロ
成
長
で
も

い
い
で
は
な
い
か
。な
ぜ
成
長
率
や
物
価

や
所
得
を
無
理（
と
彼
ら
に
は
見
え
る
）

に
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

四
月
か
ら
新
学
期
が
始
ま
っ
た
が
、早
速

受
け
た
質
問
も
そ
の
種
類
の
も
の
だ
っ

た
。

　
な
ぜ
成
長
が
必
要
な
の
か 

。こ
の
問
い

は
昔
か
ら
あ
る
。通
常
、経
済
学
者
は
こ

の
問
い
に
二
つ
の
仕
方
で
答
え
る
。ま
ず
、

経
済
成
長
は
そ
の
国
の「
安
全
保
障
」に

と
っ
て
必
要
で
あ
る
。近
代
経
済
学
の
父

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、一
八
世
紀
人
ら
し

く
国
防
を
重
視
し
て
い
た
。経
済
成
長
は

税
収
増
を
通
じ
て
国
庫
を
潤
す
。軍
隊
は

強
く
な
り
、国
防
力
は
上
が
る
。

　
こ
の
論
理
は
単
純
に
見
え
て
、か
な
り

柴
山
桂
太
氏 

連
載

経
済
気
象
台

「
成
長
の

限
界
」ふ
た
た
び 

？
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地域経済データ
滋賀県・彦根市の観光経済データ近況

滋賀県観光入込客統計調査、彦根市観光に関する経済効果測定調査報告書より

　正しい現状把握と対策、積み上げ式の実績と成果はビジネスにおいて鉄則といえる。地域経済においてもシチュエーションは異なるにせよ、「地域
経営」という観点においては同様の手法が当てはまるのではないだろうか。しかし地域経済においては、例えば「観光」というポイントだけを抜き出して
現状を図ることは至極困難である。これは現状の観光入込客数調査においても実数というよりは一つの指標でしかない点が物語っている。今年の2
月に観光庁日本版DMO候補法人に登録された（一社）近江ツーリズムボードでは、現状把握からメスを入れ、観光入込客数の把握に内閣府の提
供している「RESAS」でも採用されている携帯電話ローミングデータを活用した「モバイル空間統計」を導入し、新たなより現状に近い指標を打ち出す
ための試験を行うこととしている。これは一過性の対策ではなく、20年後、30年後を見据えての将来への対策であり、「正しいデータ」は地域の財産
となりうる。日本各地域の人口減少が明白となった今、より長い目、広い視点で見た地域経営を目指すべきではないだろうか。

湖東エリア全体では平成19年をピークに減少
　湖東エリアを中心とした3市4町における観光入込客数の10
年間の推移を見ると、全体としては平成19年をピークに減少。
主な原因は彦根市における「彦根城築城400年祭」が開催され
た影響が大きいと思われる。その証拠に平成19年の入込客数
が大きく上振れしているのは彦根市のみである。それ以降、彦
根市は上下を繰り返しながら徐々に減少、一方、近江八幡市が
徐々に上昇し平成26年段階では彦根市とほぼ同数となってい
る。他市町は甲良町が平成25年3月を機に入込客数が伸びて
いる以外は緩やかな減少傾向が続いている。（図１）

外国人入込客数は湖東エリア全体で増加
　外国人入込客数をピックアップして見ると、全体の観光入込
客数とは大きく異なる推移をたどっていることが分かる。リー
マンショックの翌年のH２１と東日本大震災の起こったH２３年
に大きく減少しているもののそれぞれ翌年にはほぼ回復。それ
以降は毎年大幅に増加している。集計状況にも大きく依存する
が、湖東エリアの外国人観光入込客数は、彦根市の数値にほぼ
依存している。影響度の高い市町別に見ると、彦根市、米原市
が増加を続けているものの、近江八幡市が前年比横ばい、5年
スパンで見ると減少傾向である。（図2）

観光入込客数全体は
日帰り入込客数の影響が強い
　図１と図３のグラフ形状を比較すると、ほぼ同じ波の形状を
示している。それに対して外国人入込客数推移、後に示す宿
泊入込客数推移に関しては、まったく異なった形状をしている
ことが分かる。それぞれが相互に影響しているはずだが、現段
階では、日帰り客数が外国人客数、宿泊客数を大幅に上回って
いることにより、全体の観光入込客数と日帰り入込客数の波
形が同様の傾向を見せる要因といえる。今後エリア内の観光
消費額を伸ばすためには、宿泊客数を増加させ、更には観光投
資額の向上を促す必要があるだろう。

　
湖東エリア全体は横ばい、彦根市は増加、
他市町は減少傾向
　彦根市の宿泊客数は年々増加している（約10％／年）のに
対し、他市町は減少傾向にある。中でも米原市の減少が目立
つ。これは米原市の宿泊施設のうち、伊吹の民宿エリアの入込
と伊吹山スキー場の入込や駅前宿泊施設利用者数に関連があ
ると考えられる。総合すると県内宿泊客数の推移は10年間を
通して、ほぼ横ばいとなっている。このうち外国人入込客数が
大幅に増加しているというものの宿泊客数全体としては、まだ
割合は10％に満たないため、全体への影響は少ないと推測さ
れる。

　
外国人宿泊客数の推移は、外国人入込客数の
推移とほぼ同型
　図2と図5を比較するとほぼ同型のグラフの推移であること
が分かる。これは湖東エリアに来訪した外国人がほぼ宿泊し
ていることを示している、もしくは、外国人に関しては宿泊客数
のみの集計しかされていない、のどちらかであると推測され
る。滋賀県観光入込客数の集計方法を勘案すると、後者であ
る可能性は高い。つまり、より実態に合った計測と傾向をつか
むためには、より詳細な、より自然な計測方法に切り替える必
要があると言える。

図１　彦根市・近江八幡市・米原市・愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町における
　　　観光入込客数推移（平成16～ 26年）

図２　彦根市・近江八幡市・米原市・愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町における
　　　外国人観光入込客数推移（平成16～ 26年）

図３　彦根市・近江八幡市・米原市・愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町における
　　　日帰り入込客数推移（平成16～ 26年）

図４　彦根市・近江八幡市・米原市・愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町における
　　　宿泊入込客数推移（平成16～ 26年）

図５　彦根市・近江八幡市・米原市・愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町における
　　　外国人宿泊入込客数推移（平成16～ 26年）
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より実情に近い集計方法、データに基づいた対策が観光消費額増加へのカギ
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　先般、平成26年の観光入込客数のデータが滋賀県より発表された。彦根市だけをピックアップしてみると、平成
23年以降減少が続いている。減少に大きく影響しているのが、「日帰り客」だ。これは主に近隣の近畿・中部圏か
らの来客数が減っていることを示している。それに引き替え、「宿泊客」に関しては約30％も増加している。これが
示すところはなんなのか。詳細に検証していく。
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●

10：30～11：00／13：30～14：00  彦根城本丸（天守前）
15：00～15：30  彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

5月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

H C C I .  p r e m i u m  s t o r y ⑪

ヘレン・ケラーが彦根にやってきた !!
　『新修彦根市史』に『ヘレン=

ケラー女史の来彦』というコラ

ムがある。

　『｢三重苦の少女｣「奇跡の人」

と称されるアメリカのヘレン=ケ

ラー女史（一八八〇～一九六

八）が初めて来日したのは、一

九三七年（昭和十二）、五十六歳

の時のことであった。（中略）彦

根では、滋賀県立盲学校での記

念植樹のほか、今も滋賀大学経

済学部構内にたたずむ当時の

彦根高商の講堂において、満堂

の人 を々前に講演を行った。（中

略）日米の架け橋としての役割

をも期待された平和主義者ヘレ

ンの来日であったが、その後の

歴史は、彼女の期待を裏切るも

のであった。』

　ヘレン・ケラーの名を知らな

い人はいないだろうが、彦根を

訪れ、講演をされたという記憶

は失われつつある。

　ヘレン・ケラーが訪れた翌日

の新聞は『働く人のために よ

き蔭を與へよ 奇蹟の聖女手植

の松に祈る！ 彦根を訪れたケ

ラー女史』というタイトルで次

のように伝えている。

　『ヘレン・ケラー女史だ！七日

午後零時十二分下り列車の彦

根駅着で湖国への第一歩を印

した三重苦の聖女を迎えて感

激の興奮が沸いた。駅頭には

矢野高商校長、山本彦根盲学

校長、市長代理大寄市教育課

長ら多数の出迎えを受けて岩

橋武夫氏並びにトムソン嬢に伴

われた女史は日米国旗の交叉

する高商自動車でまず港湾の

彦根盲学校を訪問、小憩のうち

滋賀縣盲人福祉協会から日米

通商の始祖で湖国が生んだ英

傑井伊大老の石膏像を贈った

が、一尺五寸の石膏に彫まれた

衣冠束帯の大老像に女史は指

頭で撫し感激一入であった。引

続き校庭で記念の松を植え、感

極まった口調で

　この松が枝を伸ばし葉を繁ら

し盲人のために働く人のよき蔭

を與へ常盤の緑を湛へ永遠のよ

ろこびたらんことを祈る

と感激を洩らし彦根高商におけ

る午餐会へ向かった』（大阪朝日

新聞滋賀版昭和12年5月8日）

　ヘレン・ケラー女史を迎えて

の講演会は午後1時40分から

彦根高商講堂で開かれ、『どう

か井伊大老がアメリカに門戸

を開放したように闇に苦しむ

人々へ永遠の門戸を開放し光り

と救いの手を差しのべて戴きた

いと、感激的な言葉を残して約

一時間にわたる講演をなし、壇

上で贈られた花束に 私の生命

よ と大悦びで午後三時七分彦

根発列車で大津へ向った』（大

に捧げた人物である。

　彦根市立図書館がある場所

に滋賀県立盲学校があった。ヘ

レン・ケラーが訪れ記念植樹を

した場所である……。

　彦根市立図書館は、1916年

（大正5年）の4月25日に創設

された。滋賀県下で初めての公

立図書館の誕生だった。本年

は、創設100年を記念し、数々

の企画が予定されている。

　もしも、図書館を訪れること

があったなら、平成20年に滋賀

県立盲学校の100周年を記念し

て建てられた石碑に気づくだろ

う。

　「働く人のために、よき蔭を與

へよ」とヘレン・ケラーが植え、

祈った松があるかどうか調べて

みたが、盲学校移転の時に行方

がわからなくなり、消息は途絶

えたままである。

阪朝日新聞滋賀版昭和12年5

月8日）

　滋賀県立盲学校は現在、 彦

根市西今町にあるが、昭和42

年（1967）までは彦根市立図書

館がある尾末町にあった。

　彦根での視覚障害者教育は、

明治41年（1908）、山本清一郎

が彦根町に「訓盲院」を設けた

ことに始まる。山本は、明治13

年（1880）甲賀郡に生まれ、17

歳のとき網膜剥離により失明し

た。『京都市立盲啞院に入り、同

院の院長から彦根町に出張所

を開いて、視覚障害者に教育の

機会を与えることを勧められた

という』（新修彦根市史）。

　『山本清一郎が院長兼教員と

なり、生徒机や腰掛を城東小学

校から借り、経費はすべて寄附

でまかなった』（彦根市史下冊）。

昭和3年（1928）県立盲学校と

なり、昭和9年（1934）に現市

立図書館の場所に移転し「滋賀

県立盲学校」と改称。山本は昭

和23年（1948）退職するまで

生涯を盲教育と盲人福祉のため

参考
『新修 彦根市史 第3巻 通史編 近代』編集 彦根
市史編集委員会（2009年）／『彦根市史 下冊』 
彦根市（復刻版1987年）／『彦根の先覚』彦根
市立教育研究所（1987年）／『大阪朝日新聞滋
賀版』（昭和12年5月8日）
協力
滋賀大学経済経営研究所／滋賀県立盲学校

■中央向かって左がヘレンケラー女史（写真提供 滋賀県立盲学校）

チケット
発売中！

チケット
発売中！

チケット
発売中！

５月 イ ベ ン ト ガ イ ド
ひこね市文化プラザ開館20周年記念事業
ベビーといっしょに
コンサート2016
▶５／12（木）開場9：45 開演10：30
▶ひこね市文化プラザメッセホール
▶料金（全席自由／税込）
　一般・友の会500円／当日700円
　※大人1人につき未就学児2人まで無料
0歳児～マタニティーの方も楽しめる他
にない企画。童謡や季節の歌を歌った
り、手遊びや体を動かしたり、クラシッ
ク曲の演奏を聴いたりと親子で楽しめ
る内容のコンサート。
出演 髙木充江ほか

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

花しょうぶ通り
     ナイトバザール
▶５／14(土）17：00～（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店街
“１００円で買える幸せ”恒例のナイトバ
ザール

花しょうぶ通り商店街（振）
TEL.22-1026（いと半老舗）

ひこねで朝市
▶５／１5（日）８：００～１２：００ 
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

mamalabo（ママラボ）
～ワークショップ
　フェスタ～
▶5／15（日）10：00～14：00
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
ママたちが開くワークショップ＆ハンド
メイドの体験型イベント。手作りアクセサ
リー等の販売ブースもたくさんあります。

大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

企画展「琵琶湖文化館
所蔵の名品 ～彦根
ゆかりの書画とやき
もの～」
▶5／20（金）～6／21（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
滋賀県立琵琶湖文化館は、県内公立博
物館のさきがけとして半世紀以上の歴
史を有し、近江の文化財の宝庫として
知られています。本展では、その所蔵品
から、彦根出身の書家として名高い日
下部鳴鶴の書跡や、同じく彦根出身の
絵師張月樵の絵画、彦根で製作された
湖東焼など、彦根ゆかりの名品を紹介
します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

ひこね市文化プラザ開館20周年記念事業
ひこね市民大学特別講座 
養老孟司 講演会
～「自分」の壁～
▶５／22（日）開場13：30 開演14：00
▶ひこね市文化プラザ
　グランドホール
▶料金（全席指定／税込）
　一般 1,000円・学生 500円
　高齢者・障がい者 850円
　友の会800円
　※未就学児は入場いただけません。
　※託児サービスがあります。（有料/要予約）

「バカの壁」「『自分』の壁」をはじめ、専
門の解剖学、科学哲学から社会時評ま
で多数の著書をもつ東京大学名誉教
授の養老孟司さんの講演会。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

第２9回カロム
日本選手権大会
▶応募締切 ５／２3（月）
▶開催日時 ６／19（日）9：00～
▶彦根市民体育センター
彦根を中心とする地域に伝えられてい
るボードゲーム「カロム」の日本一を決め
る大会が開催されます！各クラス定員が
あるため、お早めにお申込みください。

公益社団法人彦根青年会議所
TEL.２２-７５２２
http://www.hikonejc.or.jp/

キリン滋賀
フェスティバル
▶5／29（日） 10：00～16：00
　　　　　　（最終入場受付15：30）
▶キリンビール滋賀工場内
地域・お客様と企業が協力・協働して、
飲酒運転リスクを抑えて、ビール（お
酒）・清涼飲料をおいしく、安心・安全に
楽しむ1日を過ごそう！当日は２５以上
の店舗が並び、地元の食材を使った”美
味しいご飯”も楽しむことができます。
※当日は最寄り駅から無料シャトルバ
スを運行します。

キリンビール㈱滋賀工場　
総務広報担当　TEL.４８-１２１１

ひこね文化フェスタ
2016
▶6／10（金）～12（日）
▶ひこね市文化プラザ
【展示作品】 9：30～17：00
彦根花道協会/悠弘流押し絵/深雪
アートフラワー/彦根美術工芸協会/  
彦根文芸協会/一期一会の会/彦根書
友会/彦根洋画協会/押花の会/彦根
写真連盟/彦根きりえ研究会/彦根演
劇鑑賞会/みずえの会
【呈茶】10：00～16：00 有料 200円
彦根茶道協会
【舞台発表】 6／12（日）12：30～
淡海琴佑会/彦根日本舞踊グループ/
錦城会（吟舞）/アイネ･クライネ･ロー
テ･ポーネ/津軽芸能楓雅/都流彦根九

重会/彦根三曲協会/かんすいこうの会
/筑前琵琶彦根旭城会/湖粋会

彦根文化連盟に加盟する団体が日頃の
文化活動の成果を多くの方々に鑑賞い
ただく展示・発表会です。

彦根文化連盟 TEL.23‐3003

アートフェスタ勝負市
▶６／11（土）・12（日） 雨天決行 
▶花しょうぶ通り商店街
今年のテーマは【縁～えにし】
市内外のハンドクラフターが集う「もの
づくり市場勝負市」は、毎年６月に花菖
蒲が咲き誇る商店街で開催しています。

アートフェスタ勝負市実行委員会事務局 
担当：和田 TEL.090-3167-7980

ディリパ彦根
フリーマーケット
▶6／12（日）9：30～14：0０
▶大阪ガスショールーム
　ディリパ彦根館内
第1５回フリーマーケットがディリパ彦
根で開催されます。館内での開催です
ので、雨天でも安心してご来館くださ
い。最新のコンロの紹介や調理実演、
ご試食会を開催予定！

大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

彦根城表御殿
水無月狂言の集い
▶６／18（土）開演18：30
▶彦根城博物館 能舞台
▶料金（全席指定）※未就学児の入場不可
　 A席3,500円／B席3,000円
▶5／18（水）チケット発売開始
　館内販売９：００～/電話予約１０：００～
演目・出演者（予定）
解説 茂山 千三郎／大蔵流狂言「横
座」茂山あきら ほか・「泣尼」茂山 七五
三 ほか・「首引」茂山 茂 ほか

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp/



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2016年6月15日まで 有効期限2016年6月15日まで 有効期限2016年6月15日まで

有効期限2016年6月15日まで 有効期限2016年6月15日まで 有効期限2016年6月15日まで

１グループ１枚のご利用とさせていただきます。

また、他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

飲食代５%OFF

10％OFF
全てのコースを

１グループ１枚のご利用とさせていただきます。

１グループ１枚のご利用
とさせていただきます。
また、他券、他サービスと
の併用はご遠慮ください。

旬菜うえき
ワンドリンクサービス

お買い上げ5％OFF
お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。
また、他券との併用はご遠慮ください。

ワンドリンク無料

JR彦根駅からすぐ!!
広東料理をベースとした本格中華料理を
ゆったりとした空間でお楽みいただける
お店です。

彦根市旭町9-11 石原ビル4・5階  TEL.0749-24-3570
営業時間　11：00～ 13：30　17：00～ 22：00（L.O）

■サービスランチ
　　　　 1,000円
■宴会コース
　　　 3,000円～
＊無料送迎バス承ります
　（要予約）

県下では他に類を見ない、本格派の炭火
焼きレストラン。熱源は鉄板ではなく、備
長炭を使用し、素材の持つ旨みを十分に
引き出し、丁寧に焼き上げております。近
江牛はもちろん、絶品のお料理の数々を
是非五感で味わってください。

彦根市河原２-２-３４
Tel.０７４９-２４-５３１５
月曜定休（祝日はご予約のみ営業）

コース料理　3,500円（税別）～

沙斗羅 検索 ➡

彦根銀座商店街の日本料
理のお店。気軽に入れる店
内は、明るい声が飛び交い、
気取らず和食を味わえます。
是非、旬菜うえきの味をご
堪能ください。

旬菜うえき

彦根市銀座町5-2
TEL.0749-23-3940
不定休 駐車場あり
11：30～14：00（LO） 
17：00～22：00（LO21：30）

●会席料理     3,240円～5,400円
●近江御膳　  ２,160円
●日替わり御膳　      ８4０円
●飲み放題（120分）  2,160円

城下町彦根を代表する
銘菓「三十五万石」は、
ふっくらと炊き上げた
北海道産小豆つぶ餡と、
やわらかい求肥餅を重
ね、米俵の姿をした最中
でお包みしています。
職人技の逸品をどうぞ
ご賞味ください。

彦根市中央町4-39／ Tel.0749-22-5722／営業時間 8：00－18：00
定休日  木曜日／駐車場 10台 http://www.kashin-ohsuga.com

2014年、後三条にオープンした本格的な和
食が味わえるカジュアルな割烹料理店。京
都祇園の割烹で修業した店主が調理する料
理は、素材にこだわり、味も繊細で美味。落
ち着ける店内も魅力です。ぜひ一度ご賞味
ください。

○彦根市後三条町478  ○電話番号 0749-23-9822  ○定休日 月曜日
○営業時間 午後5時～午前1時  ○駐車場 道向かいにＰあり

・メニュー
造り盛り合わせ（2人前）
　　　　　　  2,800円
金目鯛西京焼     850円
甘海老唐揚        800円
鯛の土鍋飯     1,200円
                            他

１グループ１枚のご利用とさせていただきます。

飲食代金
５%OFF

もつ鍋 お墨月

M
A
P

千成亭の近江牛や厳選した黒毛和
牛の新鮮なプリプリのもつのみを使
用したもつ鍋と国産鶏肉の宴会コー
スで心和むひとときを！
www.sennaritei.jp/shop/shop_osumitsuki.html

彦根市本町1-7-32

te l .0749-26-2989

営業時間

月〜土18：00〜23：30（L.O.22：30)

日　　18：00〜22：00（L.O.21：00)

定休日 水曜日 

● 和（やわらぎ）コース
    （全 8品）  2,000円
● 華（はなやぎ）コース
    （全12品） 2,500円
● 寿（ことほぎ）コース
    （全14品） 3,500円

もつ鍋 お墨月


	fueki26_h01_h04
	fueki26_h02_p05
	fueki26_p06_h03

